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わ
か
3：
で
は
抗
が
ん
剤
は
、
有
 

効
性
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
何
も
言
 

え
な
い
。
第
一
一
相
試
験
の
段
階
で
 

薬
が
承
認
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
と
 

も
と
第
一
一
相
試
験
は
そ
の
薬
が
臨
 

床
で
も
活
性
が
あ
る
こ
と
を
実
証
 

す
る
段
階
で
、
有
効
性
は
第
三
相
、
 

つ
ま
り
、
比
較
試
験
を
行
っ
て
初
 

め
て
証
明
で
き
る
も
の
だ
。
 

わ
が
国
で
は
有
効
性
、
有
用
性
 

が
科
学
的
に
正
し
く
定
義
づ
け
ら
 

れ
な
い
ま
ま
、
安
易
に
主
張
さ
れ
 

す
ぎ
る
。
こ
の
悪
い
習
，
惯
は
早
急
 

に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
真
に
科
 

学
的
審
査
が
行
え
る
よ
う
に
今
の
 

薬
事
審
議
会
の
梭
構
を
抜
本
的
に
 

変
え
て
行
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
。
 

九
月
十
一
日
の
常
任
世
話
人
 

会
で
、
会
則
の
一
部
が
変
更
さ
 

れ
、
い
ま
ま
で
の
世
話
人
代
表
 

は
代
表
世
話
人
に
な
っ
た
。
 

ま
た
、
「
必
要
に
応
じ
て
代
表
 

世
話
人
代
行
を
置
く
こ
と
が
で
 

き
る
」
項
目
が
新
設
さ
れ
、
丸
山
 

雅
一
氏
(
癌
研
病
院
内
科
部
長
)
 

が
市
川
平
三
郎
代
表
世
話
人
か
 

ら
委
嘱
さ
れ
、
万
場
一
致
で
承
 

認
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
新
し
く
常
任
世
話
人
 

に
今
井
賁
子
氏
(
群
馬
県
健
康
 

づ
く
り
財
団
)
、
世
話
人
に
砂
川
 

正
勝
氏
(
独
協
医
科
大
学
第
一
 

外
科
教
授
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
 

さ
れ
た
。
 

志

賀

氏

ら

五

感

謝

状
 

地
方
会

Îを
記
念
し
て
 

地
方
会
は
、
第
五
十
回
に
当
 

り
、
永
年
本
会
の
発
展
に
寄
与
 

さ
れ
た
次
の
五
氏
に
感
謝
状
を
 

贈
り
表
彰
し
た
。
(
五
十
音
順
)
 

飯
田
文
良
氏
県
立
山
！
^
 

病
院
に
在
籍
さ
れ
、
永
年
に
わ
 

た
り
、
胃
の
集
団
検
診
の
中
核
 

的
存
在
と
し
て
、
地
方
会
の
発
 

展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

沖
寿
子
氏
保
健
婦
部
会
を
 

創
設
さ
れ
、
集
団
検
診
の
手
引
 

を
作
る
な
ど
、
地
方
会
の
発
展
 

に
寄
与
さ
れ
た
。
 

志
賀
信
雄
氏
地
1の
I 

機
関
部
会
長
と
し
て
活
躍
さ
 

れ
、
精
度
管
理
指
針
の
作
成
、
運
 

営
効
率
化
研
究
班
員
と
し
て
検
 

診
费
用
の
算
定
を
つ
く
る
な
 

ど
、
地
方
会
の
発
展
に
貢
献
さ
 

れ
た
。
 

中
村
太
郎
氏
技
師
部
会
設
立
 

準
備
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
 

技
師
部
会
の
会
長
を
つ
と
め
る
 

な
ど
、
技
師
の
先
輩
と
し
て
部
 

会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

萩
原
理
氏
地
方
会
創
立
以
 

来
事
務
局
長
と
し
て
、
そ
の
基
 

盤
を
つ
く
り
、
二
十
年
間
に
わ
 

た
っ
て
、
拡
充
発
展
に
寄
与
さ
 

れ
た
。
 

医
療
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
 

患
者
の
 

I健
康
の
維
持
、
向
上
に
力
I 

医
者
と
患
者
が
医
療
隋
報
を
共
有
化
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
の
健
康
維
持
、
向
上
に
 

力
を
発
揮
し
て
い
る
。
「
が
ん
の
子
供
を
守
る
 

例
て
あ
る
。
 

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
集
め
た
医
 

療
機
関
や
専
門
の
医
師
の
存
 

会
」
な
ど
は
そ
の
 

プ
ラ
イ
バ
シ
Iの
保
護
 

医
療
情
報
が
、
医
師
あ
る
い
 

は
医
療
機
関
か
ら
表
に
出
な
い
 

理
由
と
し
て
、
患
者
の
プ
ラ
イ
 

バ
シ
I
の
保
護
の
問
題
が
あ
 

る
。
医
療
上
、
知
り
得
た
患
者
の
 

情
報
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
は
当
 

然
の
こ
と
だ
が
、
医
師
の
職
業
 

上
の
倫
理
と
し
て
確
立
さ
れ
定
 

着
し
た
こ
と
が
、
必
要
以
上
に
 

医
療
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
 

定
さ
れ
る
原
因
と
な
つ
た
。
 

腎
臓
病
患
者
の
会
が
活
躍
 

こ
う
し
た
中
、
昭
和
二
十
 

三
年
に
誕
生
し
た
「
日
本
国
立
 

私
立
療
養
所
患
者
同
盟
」
を
は
 

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
 

団
体
が
、
医
療
情
報
の
共
有
化
 

に
独
自
の
動
き
を
み
せ
て
い
 

く
。
昭
和
四
十
六
年
に
設
立
さ
 

れ
た
「
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
 

協
議
会
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
 

当
時
は
ま
だ
台
数
も
少
な
く
 

治
療
費
も
自
己
負
担
だ
つ
た
人
 

ェ
透
析
治
療
の
費
用
保
障
等
を
 

求
め
て
ス
タ
︱
ト
と
し
た
同
会
 

だ
っ
た
が
、
慢
性
不
全
と
い
 

う
死
亡
率
が
高
い
病
気
の
性
格
 

上
、
医
療
上
の
情
報
交
換
等
に
 

も
会
の
力
が
注
が
れ
始
め
た
。
 

在
、
あ
る
い
は
食
事
や
水
の
と
 

り
方
、
ま
た
病
気
が
長
期
に
及
 

ぶ
た
め
合
併
症
に
関
す
る
情
報
 

な
ど
、
単
独
で
は
収
集
し
き
れ
 

な
い
情
報
が
会
に
集
約
さ
れ
、
 

整
理
さ
れ
て
会
員
や
そ
の
家
族
 

に
提
供
さ
れ
て
い
つ
た
。
ま
た
、
 

同
会
で
は
以
上
の
よ
う
な
医
療
 

情
報
の
提
供
者
、
あ
る
い
は
コ
 

Iデ
ィ
ネ
ー
タ
︱
と
し
て
医
療
 

ソ
︱
シ
ャ
ル
ヮ
︱
力
ー
の
普
 

及
、
資
格
.制
度
化
に
も
早
く
か
 

ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

医
療
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
 

ま
た
、
患
者
本
人
の
団
体
だ
 

け
で
な
く
、
「
が
ん
の
子
供
を
守
 

る
会
」
な
ど
の
親
や
家
族
の
会
 

も
あ
る
。
こ
う
し
た
患
者
や
家
 

族
の
団
体
は
、
全
国
レ
ベ
ル
、
地
 

域
レ
べ
ル
に
数
多
く
組
織
さ
 

れ
、
医
療
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
 

や
共
有
、
そ
れ
を
基
に
し
た
普
 

及
、
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
患
者
 

の
健
康
の
維
持
、
向
上
に
力
を
 

発
揮
し
て
い
る
。
 

(原
生
.0書
か
ら
)
 

最
近
「
官
官
接
 

侍
」
と
い
う
言
葉
 

が
や
た
ら
と
目
に
 

つ
く
。
予
算
の
陳
 

情
な
ど
で
、
「
国
家
 

公
務
員
が
地
方
公
務
員
か
ら
接
 

待
を
受
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
 

あ
る
。
 

財
源
.
情
報
の
乏
し
い
地
方
 

公
共

体̂
は
、
一
円
で
も
多
く
 

予
算
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
 

昔
か
ら
「
魚
心
あ
れ
ば
水
心
」
と
 

い
う
諺
の
通
り
、
や
ら
な
い
よ
 

り
は
や
っ
た
方
が
効
果
が
あ
る
 

と
す
れ
ば
、
陳
情
す
る
方
は
「
背
 

に
腹
は
か
え
ら
れ
ぬ
」
と
ば
か
 

り
互
い
に
競
走
す
る
。
 

酒
が
つ
き
、
芸
者
が
つ
き
、
お
 

土
産
ま
で
つ
く
。
至
れ
り
尽
せ
 

り
の
も
て
な
し
ぶ
り
だ
。
こ
の
根
 

底
に
は
、
中
央
集
権
、
お
上
意
識
 

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
地
方
の
時
 

ャ
と
い
、
つ
田
5想
も
^̂
り
も
な
い
。
 

「
官
官
接
待
」
は
、
必
要
悪
と
 

し
て
、
何
の
抵
抗
も
な
く
、
長
い
 

間
行
わ
れ
て
き
た
。
情
報
公
開
 

法
が
で
き
て
、
各
地
の
市
民
グ
 

ル
︱
プ
か
ら
監
查
睛
求
な
ど
が
 

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
 

う
や
く
そ
の
実
態
が
明
か
に
な
 

り
つ
つ
あ
る
。
 

公
務
員
は
い
う
ま
で
も
な
 

く
、
「
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
 

の
事
務
を
担
当
.執
行
す
る
者
」
 

で
あ
る
。
従
っ
て
、
公
務
〕
貝
は
す
 

ベ
て
税
金
に
よ
っ
て
一
展
わ
れ
て
 

い
る
。
吞
み
食
い
を
す
る
な
ら
、
 

自
分
の
力
量
で
す
れ
ば
い
い
。
 

た
だ
酒
を
の
ん
で
、
心
の
動
か
 

ぬ
は
ず
が
な
い
。
 

中
国
に
は
李
下
の
冠
、
瓜
田
 

の
履
」
の
た
た
え
が
あ
る
。
李
の
 

木
の
下
で
冠
を
直
し
た
り
、
瓜
 

畑
で
く
つ
を
直
そ
う
と
い
う
よ
 

う
な
こ
と
は
す
る
な
。
即
ち
嫌
 

疑
を
受
け
る
行
為
は
、
避
け
た
 

方
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
 

戦
後
、
公
務
員
制
度
が
で
き
 

た
時
に
、
「
公
務
員
は
公
僕
で
あ
 

る
」
と
い
つ
て
、
全
体
の
奉
仕
者
 

で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
つ
 

た
。
あ
れ
か
ら
五
十
年
。
こ
の
考
 

え
方
は
ど
こ
か
に
行
つ
て
し
ま
 

つ
た
、
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も
う
 

一
度
「
公
務
員
は
公
僕
で
あ
る
」
 

の
原
点
に
還
っ
て
、
こ
の
言
葉
 

の
意
味
を
か
み
し
め
て
ほ
し
 

い
、
と
思
う
の
は
私
一
入
で
は
 

あ
る
ま
い
。
 

視

点

世

代

交

替
 

本
年
よ
り
、
丸
山
雅
ー
癌
研
 

内
科
部
長
が
、
本
会
の
世
話
人
 

代
表
の
実
務
を
、
し
ば
し
代
行
 

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
世
代
の
 

交
替
で
あ
る
。
〃
世
話
人
代
表
 

行
"
と
い
う
の
も
語
調
が
変
な
 

の
で
、
本
会
の
規
約
も
改
正
し
 

〃
代
表
世
話
人
代
行
，
と
呼
ぶ
 

こ
と
に
し
た
。
 

私
は
、
形
式
的
に
は
代
表
世
 

話
人
だ
が
、
実
務
は
す
べ
て
丸
 

山
代
行
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
 

る
。
.
 

会
員
の
皆
様
に
は
、
永
年
に
 

亘
つ
て
の
御
協
力
に
心
か
ら
感
 

謝
す
る
と
共
に
、
丸
山
代
行
を
 

中
心
と
し
て
、
本
会
が
益
々
発
 

展
す
る
こ
と
を
断
念
し
て
や
ま
 

世
話
人
代
表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
名
誉
院
 

な
い
。
遂
に
出
来
ず
に
心
に
残
 

る
点
も
あ
る
が
、
丸
山
代
行
に
 

期
待
す
る
他
は
な
い
。
ど
の
社
 

会
で
も
同
じ
だ
が
、
世
代
交
替
 

は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
 

は
進
む
べ
き
で
あ
り
、
自
然
の
 

理
で
も
あ
る
。
 

そ
れ
に
つ
け
て
も
思
い
出
さ
 

れ
る
の
は
、
少
し
大
げ
さ
だ
が
、
 

明
治
維
新
後
百
年
の
歴
史
だ
。
 

国
力
の
弱
か
っ
た
日
本
が
、
明
 

治
の
元
勲
達
の
そ
れ
こ
そ
命
が
 

け
の
努
力
で
世
界
最
強
の
ロ
シ
 

ァ
を
破
っ
た
日
露
戦
争
。
こ
れ
 

は
、
有
色
人
種
が
白
人
を
破
つ
 

た
と
い
う
世
界
史
上
は
じ
め
て
 

の
壮
挙
だ
っ
た
の
だ
が
、
次
の
 

世

の̂
軍
閥
は
、
勝
利
に
驕
っ
 

ほ
.11̂111
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て
、
同
じ
戦
術
と
戦
略
を
変
え
 

よ
う
と
せ
ず
、
軍
事
力
そ
の
も
 

の
は
勝
れ
て
い
た
の
に
拘
ら
 

ず
、
大
東
亜
戦
争
(
太
平
洋
戦
 

争
)で
は
、
美
事
に
完
敗
し
て
し
 

ま
っ
た
。
 

「
歴
史
は
虹
で
あ
る
」
と
は
、
 

渡
部
昇
一
教
授
の
名
言
で
あ
 

る
。
 

虹
を
も
つ
と
よ
く
見
よ
う
と
 

し
て
近
づ
く
と
、
単
な
る
無
数
 

の
小
水
滴
に
過
ぎ
な
い
が
、
あ
 

る
距
離
を
置
い
て
一
定
の
方
角
 

か
ら
み
る
と
，
美
し
い
虹
と
し
 

て
見
る
距
離
と
視
点
と
は
、
少
 

く
と
も
数
百
年
は
必
要
で
あ
る
 

と
い
う
。
 

で
も
、
今
年
は
X
線
発
見
百
 

：：さ
 

あ
幾
.
 厲

聊
お̂
 

製
造
承
認
の
段
階
で
二
十
人
の
副
作
用
死
が
確
認
さ
れ
て
い
た
抗
 

が
ん
剤
塩
酸
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
矢
先
、
ほ
ぼ
同
時
 

に
行
わ
れ
た
治
験
で
も
新
た
に
三
十
五
人
の
副
作
用
死
が
分
っ
た
。
に
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
省
薬
事
審
議
会
は
九
月
七
日
、
胃
が
ん
、
乳
が
 

ん
な
ど
五
種
の
が
ん
に
対
す
る
効
能
が
あ
る
と
し
て
、
投
与
対
象
を
手
 

術
不
能
の
患
者
な
ど
に
限
り
、
症
状
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
な
 

ど
を
義
務
づ
け
た
う
え
で
、
適
用
拡
大
を
承
認
す
る
答
申
を
出
し
た
。
 

多
い
副
作
用
死
 

塩
酸
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
は
、
ャ
 

ク
ル
ト
本
社
と
第
一
製
薬
が
共
 

同
開
発
し
た
も
の
で
、
中
国
原
 

産
の
「
キ
ク
ジ
ュ
」
と
い
う
植
物
 

か
ら
抽
出
さ
れ
た
エ
キ
ス
を
使
 

つ
た
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
系
の
薬
物
 

で
、
効
き
目
が
強
い
と
さ
れ
て
 

い
る
抗
が
ん
剤
で
あ
る
。
 

一
九
九
四
年
一
月
の
製
造
承
 

認
段
階
で
は
小
細
胞
が
ん
、
卵
 

巣
が
ん
な
ど
四
種
類
の
臨
床
結
 

果
が
報
告
さ
れ
、
白
血
球
減
少
 

を
招
一
く
骨
髄
機
能
の
抑
制
や
、
 

激
し
い
下
痢
な
ど
の
副
作
用
が
 

報
告
さ
れ
た
。
投
与
し
た
患
者
 

四
七
.̂の
、
？
5

 
一

.

.
5
人

(
七

さ
 

が
一
力
月
以
内
に
死
亡
。
こ
の
 

う
ち
一
一
十
人
(四
冗
)は
副
作
用
 

に
よ
る
死
亡
と
判
断
さ
れ
た
。
 

こ
の
時
は
、
投
与
す
る
対
象
 

者
や
医
師
を
限
定
す
る
と
い
う
 

条
件
つ
き
で
承
認
さ
れ
た
。
 

「
副
作
用
に
よ
る
死
亡
が
 

四
冗
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
異
 

常
で
す
。
一
般
に
臨
床
試
験
中
 

の
死
亡
は
一
一
X未
満
で
す
。
(タ
 

キ
ソ
Iル
で
さ
え
一
丄
ニ
X」
と
 

い
う
医
師
も
い
る
。
 

適
用
範
囲
を
拡
大
 

今
回
は
適
用
範
囲
を
広
げ
る
 

変
更
申
請
で
、
胃
が
ん
ゃ
孔
が
 

ん
、
結
腸
が
ん
な
ど
五
種
の
が
 

ん
治
験
結
果
が
示
さ
れ
、
七
六
 

八
人
の
患
者
の
う
ち
三
五
人
 

(
五
冗
)
が
死
亡
し
て
い
た
。
 

投
与
し
た
患
者
の
約
八
0
冗
 

に
白
血
球
の
減
少
が
み
ら
れ
、
 

下
痢
、
呕
吐
な
ど
は
六
〇
〜
七
 

〇
冗
だ
つ
た
。
 

他
の
抗
が
ん
剤
の
併
用
に
つ
 

い
て
も
、
ど
ん
な
副
作
用
が
が
 

出
る
か
は
目
下
検
討
中
と
い
う
 

と
こ
ろ
で
、
原
生
省
は
っ
か
ん
 

で
い
な
い
。
 

ま
た
、
こ
の
臨
床
試
験
を
始
 

め
る
に
当
っ
て
、
患
者
に
対
す
 

る
イ
ン
フ
ォ
̶
ム
ド
，
コ
ン
セ
 

ン
ト
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
 

は
っ
き
り
し
な
い
。
患
者
の
人
 

権
が
守
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
 

か
、
心
許
な
い
。
 

愛
知
県
が
ん
セ
ン
夕
I
 

1118雅
典
内
科
医
長
の
話
 

年
と
い
う
の
だ
か
ら
、
が
ん
検
 

診
の
歴
史
は
た
か
が
数
十
年
に
 

足
り
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
 

と
い
う
の
は
、
日
露
戦
争
か
ら
 

昭
和
一
一
十
年
の
終
戦
の
日
ま
で
 

の
期
間
よ
り
長
い
の
だ
。
 

検
診
の
重
要
性
を
も
っ
と
多
 

く
の
人
達
が
実
感
し
て
莨
え
る
 

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
 

で
、
特
に
放
射
線
技
師
が
、
本
当
 

の
実
力
を
養
い
、
よ
り
広
い
ま
 

た
永
い
視
点
で
の
実
績
を
あ
げ
 

る
の
が
目
下
の
急
務
で
あ
ろ
 

う
."
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だけど 
がん保険だけでは 
がんは防けません。 
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超 纖 化 時 代 を 鐘 

死亡者数増大し始める 

十 

十 
十 
十 
十 
十 

十 
十 
十 
十 
丄 

「 『 

」 滅敏讓む 

「患者の; 

を 乘 

I I法 が要綱案觸る 

舰 赚 

细 勸 截 1 
歸 
1^ 0^5/0 

^1 

社
会
保
障
研
究
所
は
十
月
二
十
六
日
、
平
 

成
五
年
度
社
会
保
障
給
付
費
を
発
表
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
平
成
五
年
度
の
社
会
保
 

障
給
付
費
総
額
は
、
五
六
兆
七
、
九
六
|
億
円
 

(
対
前
年
度
比
五
.
五
X
増
)
で
、
対
国
民
所
 

得
比
は
I五
，
三
X
と
過
去
最
高
②
高
齢
者
 

関
係
給
付
比
の
割
合
は
六
〇
，
九
％
③
国
民
 

負
担
率
は
租
税
負
担
の
低
下
に
よ
つ
て
三
 

七
.〇
％
に
低
^

 

な
ど
の
状
況
が
明
ら
 

か
に
な
つ
た
。
 

対
国
民
所
得
比
1ぉ
 

社
会
保
障
給
付
費
の
対
国
民
 

所
得
比
が
一
五
，
三
Xと
過
去
 

最
高
に
な
つ
た
原
因
と
し
て
 

は
、
経
済
成
長
の
鈍
化
に
よ
つ
 

て
国
民
所
得
が
対
前
年
度
〇
，
 

六
Xの
伸
び
に
と
ど
ま
つ
た
こ
 

と
に
よ
る
と
み
て
い
る
。
 

ま
た
、
年
金
保
険
給
付
比
、
老
 

人
保
健
(
医
療
分
)
給
付
費
、
老
 

人
福
祉
サ
︱
ビ
ス
給
付
費
(
施
 

設
福
祉
サ
︱
ビ
ス
及
び
在
宅
福
 

祉
サ
︱
ビ
ス
関
係
給
付
費
の
 

計
)
を
合
計
し
た
高
齡
者
関
係
 

給
付
費
は
、
三
四
兆
五
、
七
〇
〇
 

億
円
に
達
し
、
前
年
度
に
引
き
 

絞
い
て
社
会
保
障
給
付
费
の
六
 

割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
社
会
保
 

険
研
究
所
の
高
木
調
査
部
長
 

は
，
「
わ
が
国
の
社
会
保
障
が
、
 

着
実
に
充
実
し
て
き
た
と
言
え
 

る
」
と
析
し
て
い
る
。
 

な
お
、
租
税
負
担
と
社
会
保
 

障
負
担
を
合
わ
せ
た
対
国
民
所
 

得
比
、
い
わ
ゆ
る
国
民
負
担
率
 

は
三
七
.0冗
と
、
平
成
三
年
度
 

の
三
八
.九
冗
、
四
年
度
三
八
.
 

一
一
Xよ
り
も
低
下
し
て
い
る
状
 

況
で
あ
る
。
 

社
会
保
障
給
付
費
は
 

五
六
兆
八
千
億
円
 

平
成
五
年
度
の
社
会
保

給̂
 

付
費
は
五
六
兆
七
、
九
六
一
億
 

円
で
あ
り
、
対
前
年
度
増
加
額
 

は
一
一
兆
九
.八
一
一
六
億
円
、
伸
び
 

率
は
五
.五
冗
と
な
っ
て
い
る
。
 

社
会
保
障
給
付
費
の
対
国
民
 

所
得
比
は
一
五
.三
Xと
な
り
、
 

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
こ
れ
 

は
、
経
済
成
長
が
鈍
化
し
、
国
民
 

所
得
の
対
前
年
度
伸
び
率
が
 

0
1
六
冗
と
社
会
保
障
給
付
费
 

の
伸
び
率
を
大
き
く
下
回
っ
た
 

，
」
と
に
よ
る
。
 

国
民
一
入
当
た
り
の
社
会
保
 

障
給
付
費
は
四
五
五
，
一
一
千
円
 

で
、
対
前
年
度
伸
び
率
は
五
，
 

三
冗
と
な
っ
て
い
る
。
 

「
そ
の
他
」
が
引
き
 

続
き
高
い
伸
び
 

社
会
保
障
給
付
费
を
「
1
5
；
 

療
」
、
「
年
金
」
、
「
そ
の
他
」
に
分
 

類
し
て
部
門
別
に
見
る
と
「
医
 

療
」
が
ニ
ー
 兆
七
、
一
一
六
六
億
円
 

で
総
額
に
占
め
る
割
合
は
三
 

八
.三
X、
「
年
金
」
が
ー
一
九
兆
 

0
、
五
九
五
億
円
で
、
五
一
，
 

一
一
冗
、
「
そ
の
他
」
の
構
成
割
合
 

が
増
加
、
「
医
療
」
の
構
成
割
合
 

は
減
少
し
て
い
る
。
 

「
医
療
」
の
対
前
年
度
伸
び
率
 

は
四
.
 一
一
X
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 

「
医
療
」
の
六
割
を
占
め
る
「
医
 

療
保
険
」
が
対
前
年
度
三
.三
X
 

の
低
い
伸
び
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
 

「
年
金
」
の
対
前
年
度
伸
び
率
 

は
六
，
0冗
で
あ
る
。
こ
こ
数
 

年
、
対
前
年
度
伸
び
率
が
一
桁
 

台
と
落
ち
着
い
た
も
の
と
な
つ
 

て
い
る
の
は
、
物
価
上
昇
率
が
 

低
く
、
年
金
受
給
者
の
対
前
年
 

度
伸
び
率
が
こ
こ
数
年
落
ち
着
 

い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
 

社
会
保
障
給
付
費
を
「
医
 

療
」
、
「
年
金
」
、
「
そ
の
他
」
に
分
 

類
し
た
対
国
民
所
得
比
は
、
 

各
々
五
.九
冗
、
七
.八
冗
、
一
. 

六
Xで
あ
る
。
 

高
齢
者
関
係
は
 

三
四
兆
五
、
七
00億
円
 

高
齢
者
関
係
給
付
费
は
三
四
 

兆
五
、
七
00億
円
で
、
対
前
年
度
 

伸
び
率
は
六
"八
Xで
あ
り
、
社
 

会
保
障
給
付
費
の
対
前
年
度
伸
 

び
率
五
-五
Xを
上
回
っ
て
い
る
。
 

高
齢
者
関
係
袷
付
費
の
社
会
 

保
障
給
付
費
に
占
め
る
割
合
は
 

六
〇
，
九
お
で
あ
り
、
前
年
度
の
 

六
〇
丄
 一
X
か
ら
増
大
し
、
引
き
 

続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
 

示
し
て
い
る
。
 

，
一
週
刊
保
健
衛
生
 

，
二
ュ
︱
ス
1号
か
ら
)
 

「
患
者
の
権
利
法
を
つ
く
る
会
」
(
事
務
局
長
、
池
永
満
弁
護
士
)
は
、
 

十
月
八
日
、
患
者
が
医
療
機
関
に
対
し
て
、
総
て
の
医
療
記
録
の
開
示
 

を
求
め
ら
れ
る
「
医
療
記
録
開
示
法
」
の
要
綱
案
を
発
表
し
た
。
こ
れ
 

は
「
イ
ン
フ
ォ
︱
厶
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
」
(患
者
が
十
分
な
説
明
を
受
け
、
 

納
得
し
て
治
療
を
受
け
る
)
の
普
及
と
患
者
の
人
権
を
守
る
の
を
目
指
 

し
た
も
の
で
、
八
年
I月
準
備
会
を
開
き
、
厚
生
省
や
国
会
に
法
則
化
 

を
求
め
て
行
く
方
針
で
あ
る
。
 

カ
ル
テ
開
示
を
 

こ
の
会
は
、
医
師
や
弁
護
士
 

ら
が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
-

「
カ
ル
テ
開
示
を
す
す
め
る
医
 

師
の
会
(
仮
称
)
」
全
国
ネ
ッ
ト
 

ヮ
︱
ク
結
成
準
備
会
連
絡
先
 

は
、
橋
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
大
阪
府
 

守
口
市
金
下
町
一
ー
ノ
 +
ニ

ノ
 

五
)
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。
 

要
綱
案
で
は
、
請
求
の
対
象
 

と
な
る
医
療
記
録
は
、
医
師
記
 

録
、
検
査
記
録
、
看
護
記
録
、
X
 

線
フ
ィ
ル
ム
、
そ
の
他
診
療
過
 

程
に
お
い
て
作
成
、
入
手
さ
れ
 

た
書
類
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
 

一
切
の
医
療
記
録
(
診
療
報
酬
 

に
関
す
る
記
録
を
含
む
)
と
な
 

つ
て
い
る
。
 

請
求
資
格
者
を
限
定
 

請
求
資
格
は
、
患
者
本
人
の
 

ほ
か
、
患
者
の
代
理
人
、
意
思
能
 

力
を
欠
く
患
者
の
保
護
者
、
死
 

亡
し
た
患
者
の
相
続
人
、
遺
産
 

管
理
人
に
限
定
さ
れ
る
。
 

開
示
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
 

に
は
速
や
か
に
閱
覧
を
認
め
、
 

要
求
が
あ
れ
ば
コ
ピ
︱
を
渡
 

す
、
と
し
て
い
る
。
 

医
療
終
了
後
十
年
保
存
 

医
療
記
録
の
作
成
に
つ
い
て
 

も
①
患
者
の
ケ
ア
(
診
療
、
検
 

査
、
治
療
、
看
護
等
を
含
む
)
に
 

つ
き
正
確
か
つ
完
全
に
記
載
さ
 

れ
る
こ
と
。
 

②
患
者
の
ケ
ア
が
な
さ
れ
た
 

場
合
に
は
、
直
ち
に
記
録
さ
れ
、
 

記
録
者
の
署
名
を
行
う
こ
と
。
 

③
原
則
と
し
て
日
本
語
で
記
 

録
さ
れ
、
患
者
が
理
解
で
き
る
 

よ
う
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
。
 

④
加
除
修
正
を
行
う
場
合
に
 

は
、
加
除
修
正
し
た
日
記
を
付
 

記
し
修
正
者
の
署
名
を
行
う
こ
 

医
療
記
録
の
保
管
は
次
の
よ
 

、
つ
に
す
る
。
 

①
医
療
記
録
は
、
患
者
の
同
 

意
あ
る
い
は
正
当
な
事
由
に
よ
 

ら
ず
に
第
三
者
に
漏
洩
さ
れ
る
 

こ
と
の
な
い
よ
う
保
管
す
る
。
 

②
医
療
記
録
の
保
存
期
間
 

は
、
当
該
医
療
関
係
が
終
了
し
 

て
か
ら
一
〇
年
と
す
る
。
 

③
医
療
記
録
は
、
種
類
内
容
 

に
か
か
わ
り
な
く
同
一
患
者
の
 

も
の
は
可
能
な
限
り
一
体
と
し
 

て
保
管
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
 

、
0
 「

患
者
の
権
利
法
を
つ
く
る
 

会
」
事
務
局
長
池
永
満
弁
護
 

士
の
話
 

日
本
の
医
療
は
、
患
者
中
心
 

に
は
動
い
て
い
な
い
。
患
者
と
 

医
師
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
信
頼
が
生
れ
る
。
患
 

者
の
自
己
决
定
権
を
確
立
す
る
 

わ
が
国
は
超
高
齢
化
時
代
に
入
り
、
死
亡
者
が
増
大
し
始
め
て
い
る
 

I】
と
が
、
平
成
七
年
版
厚
生
白
書
で
分
つ
た
。
I】
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

少
産
少
死
と
高
齢
化
 

傾
向
 

昭
和
十
年
の
平
均
寿
命
は
、
 

男
子
四
六
，
九
一
一
年
、
女
子
四
 

九
.
六
三
年
と
い
ず
れ
も
五
〇
 

年
に
満
た
ず
、
欧
米
諸
国
と
比
 

校
し
て
十
年
余
り
も
短
か
つ
 

た
。
そ
れ
が
戦
後
急
速
な
伸
び
 

を
み
せ
る
。
昭
和
一
ー
〇
年
〜
三
 

，
五
年
に
か
け
て
は
、
礼
幼
児
死
 

亡
率
の
低
下
の
要
因
が
大
き
 

い
。
ま
た
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
 

に
よ
る
死
者
の
減
少
ま
で
若
 

年
、
そ
し
て
青
壮
年
期
の
死
亡
 

率
が
低
下
し
た
こ
と
も
寄
与
し
 

て
ハ
る
。
 

昭
和
四
十
年
代
、
成
人
病
時
 

代
に
入
る
と
脳
血
管
疾
患
の
死
 

亡
率
(
年
齢
調
整
死
亡
率
)
な
ど
 

の
改
善
に
よ
り
壮
年
期
、
高
齢
 

期
の
死
亡
率
が
減
少
し
、
こ
れ
 

ら
年
齡
層
の
平
均
余
命
が
伸
び
 

続
け
る
。
た
だ
、
昭
和
五
0年
を
 

過
ぎ
る
と
平
均
寿
命
の
伸
び
は
 

減
速
し
始
め
、
ま
た
、
六
0年
代
 

に
な
る
と
七
五
歳
以
上
の
後
期
 

高
齢
者
の
死
亡
率
が
低
下
し
、
 

そ
の
全
体
の
平
均
寿
命
の
伸
び
 

に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
つ
て
き
 

て
い
る
。
 

一
方
、
少
産
化
傾
向
も
進
む
 

が
、
少
死
化
に
比
べ
る
と
そ
の
 

進
み
方
は
穏
や
か
で
あ
り
、
そ
 

の
結
果
、
入
口
は
増
加
し
、
高
齢
 

化
も
最
初
は
徐
々
に
、
そ
し
て
、
 

少
産
化
の
ス
ピ
̶
ド
が
早
ま
る
 

昭
和
五
〇
年
代
以
降
急
速
に
な
 

る
。
な
お
、
昭
和
三
0年
代
か
ら
 

平
成
に
入
る
ま
で
、
日
本
人
の
 

死
亡
は
四
0
年
間
近
く
六
0
万
 

人
台
か
ら
七
0
万
人
台
で
、
極
 

め
て
安
定
し
て
推
移
す
る
。
 

後
期
高
齢
者
の
増
加
と
 

死
亡
率
の
増
大
 

平
成
に
入
る
と
、
平
均
寿
命
 

の
伸
び
は
鈍
っ
て
く
る
。
ャ
成
 

五
年
に
は
、
男
子
七
六
，
一
一
五
 

年
、
女
子
八
二
 ，
五
一
年
と
な
 

り
、
日
本
は
世
界
で
最
も
長
命
 

の
国
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
。
 

少
産
化
も
進
み
高
齢
化
が
一
層
 

進
む
が
、
な
か
で
も
後
期
高
齢
 

者
人
口
が
著
し
く
増
加
す
る
こ
 

と
に
な
る
。
 

そ
の
人
口
は
平
成
五
《
一
九
 

九
三
)
年
に
は
六
六
七
万
九
千
 

人
で
あ
る
が
、
一
五
(
一
5
0
 

八
)
年
に
は

 一
、
0
0
0
万
人
を
 

超
え
、
I一
五
(
一
1
0
一

 八
)に
は
 

一
、
四
〇
〇
万
人
を
超
え
る
も
 

の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 

こ
れ
に
伴
い
、
死
亡
者
数
が
増
 

加
し
始
め
る
。
長
期
に
わ
た
り
 

七
〇
万
人
台
に
と
ど
ま
つ
て
い
 

た
死
亡
者
数
が
平
成
一
一
二
九
 

九
0〉
年
に
八
一
一
万
人
に
な
り
、
 

六
二
九
九
四
)
年
に
は
八
七
万
 

人
に
届
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
そ
の
後
は
毎
年
一
一
万
 

人
以
上
増
加
し
、
平
成
十
一
二
 

九
九
九
)
年
に
は
一
〇
〇
万
人
 

に
達
す
る
。
二
四
(二
〇
一
一
一
) 

年
に
は
死
亡
者
数
が
一
四
〇
万
 

人
を
超
え
る
も
の
と
推
計
さ
れ
 

て
い
る
。
 

^
7
 

こ
れ
は
戦
後
の
混
乱
期
!̂
 

た
め
に
は
情
報
の
開
示
が
必
要
 

だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
七
〇
 

年
代
に
、
医
療
開
示
が
州
法
で
 

決
め
ら
れ
、
ョ
̶
口
ツ
バ
で
は
 

一
九
八
〇
年
代
に
法
制
化
さ
れ
 

て
い
る
。
韓
国
で
も
一
九
九
四
 

年
に
で
き
て
い
る
。
イ
ン
フ
ォ
 

̶
ム
ド
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
基
づ
 

い
た
受
療
権
の
確
立
の
た
め
に
 

も
、
法
制
度
と
し
て
開
示
法
の
 

制
定
を
国
会
や
厚
生
省
に
求
め
 

て
ゆ
く
。
 

第
一
一
十
八
回
放
射
線
技
師
部
 

会
総
会
は
、
九
月
三
十
日
東
京
 

文
京
区
小
石
川
の
ェ
̶
ザ
ィ
本
 

社
で
開
か
れ
た
。
会
長
は
駿
河
 

台
日
本
大
学
病
院
の
横
田
浩
雄
 

氏
で
、
一
般
演
題
十
六
題
、
教
育
 

講
演
一
一
、
特
別
講
演
一
な
ど
が
 

あ
り
約
一
一
百
七
十
人
が
集
ま
り
 

盛
会
だ
つ
た
。
 

き
大
正
時
代
に
記
録
し
た
最
も
 

多
い
死
亡
者
数
で
あ
り
、
そ
の
 

後
は
近
代
医
療
を
経
験
し
た
こ
 

と
の
な
い
死
亡
者
の
数
と
な
る
。
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カ プ セ ル 

粘 膜 防 御 胃 炎 ， 胃 潰 瘍 治 療 剤 

ケ ル ナ ' ! ! ， 
植物抽出，精製製剤一般名：ブラウノ卜ール（指）健保適用品 

効能'効果：①下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性增悪期。@胃潰瘍。 

細 粒 

用法，用量、使用上の注意は 
添付文書をご覧下さい。 
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挿入しやすぐ苦痛の少なI 

1̂3上部消化管汎用ビデオスコープ 
0し丫\^リ5011=1^1*230 

超細径8.5 口～を実現。ルーチンから狭窄症例まで対応。 

曰Vほ大腸ビデオスコープ 
01 \̂̂ リ5ドび丁慨230 
大腸スコープながら、外怪11.1̂1̂1を実現したル- ノ実力機。 

3̂1銥，内視镜，医療器， 夢の光学総合メ-
オリンパス光学工業株式会社^^匪丫^^|^，邏ゃオリンパス販羌株式会社 

カタログの̂II求は、才リンバス販売株式会社〒101東京都千代田区神田錢河台3-4 (臻名館ビル）003(3251)8991へ 

胃癌治療の種類（平成5年度) 

総 数 6,108 96 

外科手術 5,617 92 

内視鏡的治療 340 6 

化学療法 52 1 

無 治 療 58 1 

そ の 他 41 1 
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年齢調整早期癌率と死亡率，10年間の変化 

40137.3早期癌率上昇格 

男性 女性 合計 

は
週
去
 

：
受
診
Î 

第
三
十
三
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
(
十
月
二
十
七
、
八
日
、
 

仙
台
市
)
で
、
平
成
五
年
度
の
全
国
集
計
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
 

る
と
、
胃
検
診
は
過
去
最
高
の
六
六
三
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
精
検
 

受
診
率
は
職
域
が
依
然
六
〇
％
で
、
低
率
で
あ
る
こ
と
が
分
つ
た
。
 

2万
人
増
し
、
過
去
量
8
 

平
成
五
年
度
は
、
前
年
に
比
 

ベ
て
、
約
六
四
万
人
増
加
し
て
 

六
、
六
三
八
、
三
三
三
人
で
過
去
 

最
高
。
読
影
状
況
は
、
間
接
集
検
 

の
三
三
五
機
関
で
み
る
と
、
集
 

検
機
関
に
所
属
す
る
医
師
の
み
 

で
読
影
し
て
い
る
所
は
五
一
一
，
 

八
冗
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
八
 

三
^
〇
冗
の
機
関
が
行
っ
て
お
 

リ
、
読
影
委
員
会
を
設
18し
て
 

い
る
機
関
は
五
一
，
三
冗
で
、
認
 

定
医
が
い
る
と
こ
ろ
は
五
八
，
 

八
冗
で
、
昨
年
と
比
べ
て
各
項
 

目
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
数
値
で
あ
 

る
。
 

精
検
以
降
の
管
理
に
つ
い
 

て
、
間
接
集
検
の
場
合
、
精
検
の
 

実
施
方
法
は
自
機
関
だ
け
で
行
 

つ
て
い
る
も
の
は
三
五

一̂
一
冗
 

で
、
要
精
検
者
に
対
す
る
受
診
 

勧
奨
は
九
〇
，
一
冗
、
精
検
結
果
 

の
把
握
を
し
て
い
る
所
は
九
 

四
ニ
ー
一
冗
、
さ
ら
に
精
検
未
受
診
 

者
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
 

る
と
こ
ろ
は
八
 一
，
二
X
、
発
見
 

癌
患
者
へ
の
治
療
の
勧
奨
を
積
 

極
的
に
薦
め
て
い
る
の
は
七
 

五
，
一
一
冗
手
術
結
果
の
調
査
を
 

し
て
い
る
所
は
七
六
.四
冗
、
ま
 

た
、
そ
の
予
後
調
査
を
し
て
い
 

る
所
は
三
六
，
七
冗
と
な
っ
て
 

い
る
。
 

職
域
精
検
受
診
率
昍
^
 

平
成
五
年
度
の
受
診
者
の
う
 

ち
約
一
五
万
人
の
個
人
検
診
を
 

除
く
、
六
、
四
八
四
、
四
八
六
人
 

を
地
域
検
診
と
職
域
検
診
と
に
 

分
け
て
検
討
し
た
。
地
域
検
診
 

が
約
三
七
四
万
人
、
職
域
検
診
 

が
約
一
一
七
四
万
人
で
、
前
者
が
 

約
五
八
冗
を
占
め
る
。
地
域
検
 

診
と
職
域
検
診
を
比
較
す
る
 

と
、
要
精
検
率
は
地
域
検
診
が
 

一
三
，
四
冗
、
職
域
検
診
が
一
 

二
.三
Xと
、
僅
か
な
違
い
で
あ
 

る
の
に
対
し
、
精
検
受
診
率
は
 

地
域
が
八
三
.九
冗
、
職
域
が
六
 

〇
，
〇
冗
と
、
両
者
に
は
大
き
な
 

違
い
が
み
ら
れ
、
職
域
に
お
け
 

る
一
時
検
診
後
の
管
理
や
追
跡
 

調
査
の
不
備
が
今
回
の
集
計
結
 

果
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
 

胃
癌
発
見
率
は
職
域
検
診
で
 

0
.0
五
冗
で
、
地
域
検
診
の
 

〇
1
一

 五
冗
の
三
分
の
 

う
数
値
で
あ
る
。
 

地
域
検
診
の
男
女
合
計
の
ピ
 

︱
ク
は
六
〇
歳
代
前
半
に
あ
 

り
、
三
九
歳
以
下
の
受
診
者
の
 

男
女
の
合
計
は
約
一
四
万
人
、
 

三
-九
X。
こ
の
数
値
は
前
回
の
 

四

七̂
冗
よ
り
や
や
低
下
し
て
 

い
る
。
 

一
方
、
職
域
検
診
の
男
女
の
 

ピ
ー
ク
は
四
0
歳
代
前
半
に
あ
 

り
、
三
九
歳
以
下
は
四
七
万
人
、
 

二
 
01.七
冗
で
昨
年
の
ニ
ー
，
 

五
X
よ
り
や
や
低
下
し
て
い
 

る
。
 

外
科
的
治
療
お̂
 

集
検
発
見
癌
に
対
す
る
诒
療
 

法
の
種
類
別
頻
度
を
み
る
と
外
 

科
的
治
療
は
六
、
一
〇
八
例
中
、
 

五
、
六
一
七
例
九
一
一
X。
内
視
的
 

治
療
は
三
四
〇
例
、
五
丄
ハ
冗
で
 

昨
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
 

外
科
的
手
術
で
は
治
療
切
除
 

は
五
、
五
四
五
例
中
、
五
、
ニ
ニ
 

一
一
例
(九
四
.一
一
X】
で
昨
年
よ
 

り
増
加
し
て
い
る
。
 

10；
癌
を
大
き
さ
別
に
み
る
 

と
、
長
径
 一
I以
下
の
小
さ
な
 

第
三
十
三
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
 

日
、
仙
台
巿
)一
般
演
題
胃
の
項
で
、
新
潟
県
立
，
：
 

木
壽
英
氏
は
「
胃
が
ん
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
た
1
 

発
見
効
果
で
あ
る
」
と
統
計
的
に
証
明
し
て
み
 

概
要
で
あ
る
。
 

目
的
と
方
法
 

新
潟
県
に
お
け
る
胃
が
ん
検
 

診
実
施
後
の
死
亡
率
減
少
効
果
 

に
つ
い
て
評
価
を
試
み
た
の
で
 

報
告
す
る
。
評
価
方
法
と
し
て
 

は
、
最
初
に
死
亡
率
減
少
に
対
 

す
る
医
療
水
準
向
上
に
よ
る
早
 

期
発
見
効
果
を
検
討
し
た
。
 

即
ち
、
性
別
年
齢
層
別
の
早
 

期
が
ん
率
を
一
九
七
五
年
か
ら
 

一
九
八
六
年
ま
で
算
出
し
、
各
 

年
齢
層
で
一
九
七
五
年
〜
七
六
 

年
の
平
均
値
と
一
九
八
五
〜
八
 

六
年
の
平
均
値
か
ら
早
期
が
ん
 

率
上
昇
幅
を
測
定
し
た
。
早
期
 

胃
が
ん
死
亡
率
に
影
響
を
与
え
 

る
時
間
差
を
統
計
資
料
の
関
係
 

か
ら
五
年
と
仮
定
し
た
。
 

従
っ
て
、
胃
が
ん
死
亡
率
は
 

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
一
年
 

ま
で
性
別
年
齢
層
別
に
算
出
 

し
、
各
年
齢
層
で
一
九
八
0
 

〜
八
一
年
の
平
均
値
と
一
九
九
 

〇
〜
九
一
年
の
平
均
値
か
ら
死
 

亡
率
減
少
幅
を
穿
出
し
た
。
そ
 

の
上
で
、
男
女
別
に
各
年
齢
層
 

で
の
早
期
が
ん
率
上
昇
幅
と
対
 

応
す
る
死
亡
率
減
少
幅
を
比
較
 

し
た
。
 

次
に
、
手
術
施
行
早
期
胃
が
 

ん
症
例
に
占
め
る
検
診
早
期
が
 

ん
症
例
の
割
合
か
ら
胃
が
ん
検
 

診
の
早
期
発
見
効
果
に
つ
い
て
 

評
価
を
加
え
た
。
 

結

果
 

男
性
で
は
、
五
〇
、
六
〇
、
七
 

0
歳
代
の
死
亡
率
減
少
幅
は
対
 

応
す
る
早
期
が
ん
率
上
昇
幅
よ
 

り
小
さ
か
っ
た
。
女
性
で
は
、
四
 

0
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
ま
で
^
 

年
齢
層
で
の
死
亡
率
減
少
幅
は
 

早
期
が
ん
率
上
昇
幅
よ
り
や
や
 

大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
男
女
と
 

も
各
年
齢
層
で
早
期
が
ん
率
上
 

昇
幅
と
死
亡
率
減
少
幅
が
ほ
ぼ
 

同
様
の
動
き
を
し
て
お
り
、
早
 

腸
集
検
の
総
受
診
者
数
は
一
、
 

八
九
六
、
八
五
九
人
で
前
冋
に
 

比
べ
約
四
万
人
増
え
て
い
る
。
 

要
精
検
率
す
な
わ
ち
、
便
潜
血
 

効
果
に
占
め
る
検
診
効
果
の
割
 

合
で
あ
る
。
 

咭

五

口
 

奢
一
三
。
 

II；
が
ん
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
 

た
最
も
大
き
な
力
は
早
期
発
見
 

効
果
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
 

れ
た
。
そ
の
効
果
が
最
も
大
き
 

く
表
れ
て
い
る
の
が
五
〇
〜
七
 

九
歳
の
年
齢
層
で
あ
る
。
 

県
全
体
の
手
術
早
期
が
ん
に
 

占
め
る
検
診

期̂
が
ん
の
割
合
 

は
一
一
八
.八
冗
ま
で
上
昇
し
、
死
 

亡
率
減
少
に
胃
が
ん
検
診
の
早
 

朗

兑̂
効
果
が
大
き
く
関
与
し
 

て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

病
院
、
 

滅
る
 

加
率
も
減
る
 

全
国
の
病
院
数
は
四
 

加
率
も
過
去
最
低
に
な
 

め
た
医
療
施
設
調
査
，
 

病
犟
病
床
数
共
減
る
 

病
院
は
九
、
ヒ
三
一
施
設
で
 

前
年
に
比
べ
一
一
三
施
設
二
 ，
 

一
冗
)
減
少
し
、
平
成
四
年
以
降
 

一
万
施
設
を
割
つ
て
い
る
。
 

内
訳
は
一
，
般
病
院
八
、
六
四
 

一
施
設
二
 ，
三
さ
減
、
精
神
 

病
院
一
、
〇
六
〇
施
設
ー
〇
.
 

一
冗
)
増
と
な
っ
て
い
る
。
 

病
院
病
床
数
は
一
、
六
七
七
、
 

0四
一
床
で
〇
丄

 一
X
減
少
。
一
 

般
病
床
一
、
一
一
五
凡
、
七
叫
八
床
 

で
一
、
八
三
一
床
滅
5.一

 お
 

減
)
。
精
神
病
床
三
六
一
一
、
八
四
 

七
床
で
四
一
一
床
増
加
ー
〇
^
 

一
冗
)
增
で
あ
る
。
 

無
床
診
療
所
が
増
加
 

一
般
診
療
所
は
有
床
診
療
所
 

が
ー
一
一
一
、
〇
八
一
一
施
設
で
前
年
 

に
比
べ
三
0一

 床二

 
ニ

ニ

さ
 

減
少
。
無
床
診
療
所
は
六
三
、
五
 

年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る
。
外
来
患
者
の
増
 

つ
た
こ
と
が
、
厚
生
省
が
九
月
I二
，
+1
日
で
ま
と
 

病
院
報
告
で
分
つ
た
。
 

0
六
施
設
で
前
年
に
比
べ
一
、
 

七
六
一
施
設
0
 丁
九
冗
)増
加
 

し
て
い
る
。
一
般
診
療
所
に
占
 

め
る
割
合
は
七
四
冗
で
あ
る
。
 

医
療
法
人
が
増
加
 

病
院
，
診
療
所
を
開
設
者
別
 

に
み
る
と
、
「
個
入
」
か
ら
「
医
 

療
法
人
」
へ
の
変
更
が
多
く
、
 

「
医
療
法
人
」
は
前
年
に
比
べ
 

病
院
で
は
ヒ
四
施
設
二
 ，
 

六
冗
)
增
。
一
般
診
療
所
で
は
 

一
、
三
六
一
施
設
二
 9
四
お
)
 

增
と
な
つ
て
い
る
。
 

小
さ
い
病
院
が
減
少
 

病
床
の
規
模
別
に
病
院
数
を
 

み
る
と
、
九
九
床
以
ド
及
び
一
 

〇
〇
床
以
上
の
病
院
と
も
に
前
 

年
に
比
べ
八
一
施
設
、
三
一
一
施
 

設
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
が
、
 

構
成
割
合
は
引
き
続
き
九
九
床
 

以
ド
の
病
院
は
減
少
し
、
一
〇
 

〇
床
以
上
の
病
院
は
増
加
し
て
 

い
る
。
 

ま
た
、
一
〇
〇
床
以
上
の
病
 

院
で
、
病
床
数
の
滅
に
よ
り
下
 

位
の
規
模
へ
移
っ
た
施
設
は
一
 

一
一
三
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
 

平
均
在
院
曰
数
は
減
少
 

入
院
忠
^
の
平
均
在
院
日
数
 

は
四
五
.五
日
で
あ
り
、
前

に̂
 

比
べ
0九
日
短
く
、
一
般
病
床
 

は
三

.̂六
日
で
前
年
に
比
べ
 

〇
，
五
リ
、
精
神
病
床
で
は
四
六
 

八
.二
曰
で
、
前
年
に
比
べ
 一
丁
 

七
日
と
そ
れ
ぞ
れ
短
く
な
つ
て
 

；
る
。
 

高
齢
社
会
対
策
の
基
本
理
念
 

や
基
本
的
施
策
を
明
確
化
し
た
 

「
卨
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
が
 

十
一
月
九
日
に
成
立
し
、
十
五
 

日
に
公
布
さ
れ
た
。
 

高
齢
社
会
対
策
の
基
本
理
念
 

と
し
て
、
①
国
民
が
生
涯
に
わ
 

た
つ
て
就
業
そ
の
他
の
多
様
な
 

社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
機
会
 

が
確
保
さ
れ
る
公
正
で
活
力
あ
 

る
社
会
②
国
民
が
生
涯
に
わ
た
 

つ
て
社
会
を
構
成
す
る
重
要
な
 

一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
地
域
 

社
会
が
自
立
と
連
帯
の
精
神
に
 

立
脚
し
て
形
成
さ
れ
る
社
会
③
 

国
民
が
生
涯
に
わ
た
つ
て
健
や
 

か
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
 

し
が
で
き
る
豊
か
な
社
会
 

の
構
築
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
 

そ
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
っ
た
 

国
地
方
公
共
団
体
の
責
務
お
よ
 

び
国
民
の
努
力
を
規
定
し
て
い
 

る
-

会
(
十
月
二
十
七
、
八
 

か
ん
セ
ン
タ
︱
の
佐
々
 

一
取
も
大
き
な
力
は
早
期
 

せ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
 

期
発
見
に
よ
る
死
亡
率
滅
少
効
 

果
が
強
く
示
唆
さ
れ
た
。
こ
の
 

効
果
は
、

性̂
よ
り
男
性
で
大
 

き
か
つ
た
。
 

次
に
、
検
診
効
果
を
評
価
す
 

る
目
的
で
、
手
術
施
行
早
期
が
 

ん
に
占
め
る
検
診
早
期
が
ん
の
 

割
合
を
算
出
し
た
。
こ
の
検
診
 

早
期
が
ん
の
割
合
は
、
一
九
八
 

0
年
の
一
四
一
〇
冗
か
ら
一
九
 

九
0年
の
一
一
五

八̂
冗
ま
で
上
 

昇
し
た
。
こ
の
率
が
早
期
発
見
 

胃
癌
か
一
一
三
，
五
冗
、
一
，
一
 

丄
丁
0
1
 
一

二 丁
五
さ
合
 

わ
せ
て
四
五
.〇
冗
を
示
し
、
昨
 

年
の
四
一
，
七
Xに
比
べ
、
発
見
 

頻
度
が
增
え
て
い
る
。
 

浄
達
度
別
に
み
る
と
、
五
、
七
 

八
一
例
の
う
ち
、
8癌
が
三
九
.
 

七
X、
帥
癌
が
一
一
八
.四
冗
で
、
 

合
わ
せ
て
六
八
.
一
冗
で
こ
れ
 

は
ル
25*8を
一
一
X上
回
っ
て
い
る
。
 

大
腸
集
検
は
？̂
 

平
成
五
年
度
に
行
わ
れ
た
大
 

反
応
陽
性
率
は
六
.八
X、
大
腸
 

癌
発
見
数
は
三
，
一
一
三
九
人
、
 

？
一
 七
X
。
地
域
検
診
の
大
腸
 

痛
発
見
率
は
〇
丄
一
〇

で̂
、
職
 

域
検
診
の
〇
，
〇
九
冗
と
比
べ
 

高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
 

一
、
六
五
六
、
四
五
一
人
中
受
 

診
者
数
の
年
齡
分
布
は
五
〇
歳
 

代
後
半
に
ピ
︱
ク
が
あ
り
、
四
 

0
歳
代
と
五
0
歳
代
を
合
わ
せ
 

て
五
六
上
二
冗
を
占
め
、
三
扎
歳
 

以
ド
は
八
.八
X、
七
〇
歳
以
ヒ
 

は
九
.三
Xで
あ
る
。
大
腸
癌
発
 

兒
率
は
加
齢
と
と
も
に
上
昇
し
 

て
い
る
。
 

食
道
癌
は
0.00九
呢
 

食
道
癌
は
受
診
者
総
数
は
四
 

四
〇
、
七
四
六
人
で
、
発
見
癌
 

は
、
三
八
人
、
0〇
〇
扎
冗
で
、
 

約
一
一
、
〇
〇
〇
入
に
一
入
割
 

合
。
食
道
ポ
リ
︱
プ
は
〇
，
〇
 

八
ち
 

肝
胆
脾
検
診
受
診
者
数
は
六
 

八
0、
七
八
四
人
。
発
見
疾
患
は
 

原
発
生
肝
癌
一
一
一
〇
入
、
0-0
 

二
X、
約
一
万
人
に
一
一
人
の
割
 

合
。
肝
硬
変
は
四
一
二
ハ
入
で
、
 

0-0六
X。
胆
の
う
癌
五
九
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第
三
十
三
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
(
十
月
二
十
七
、
八
 

日
、
仙
台
市
)
教
育
講
演
「
表
面
型
早
期
大
腸
癌
」
に
つ
い
て
、
秋
田
 

赤
十
字
病
院
胃
腸
セ
ン
タ
I
ェ
藤
進
英
氏
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。
 

「
陥
凹
型
は
5
匪
以
下
で
も
^
浸
潤
が
高
率
だ
か
ら
、
注
意
深
く
診
断
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

陥
凹
型
は
稀
で
は
な
い
 

従
来
、
早
期
大
腸
癌
に
お
い
 

て
陥
凹
型
は
き
わ
め
て
稀
と
さ
 

れ
て
き
た
が
、
最
近
に
な
り
そ
 

れ
が
決
し
て
稀
な
も
の
で
は
な
 

く
、
確
か
な
認
識
と
基
本
的
な
 

内
視
鏡
操
作
を
も
っ
て
す
れ
ば
 

発
見
し
う
る
事
が
分
つ
て
き
 

た
。
ま
た
表
面
型
の
一
つ
で
あ
 

る
：

様̂
病
変
は
大
多
数
が
良
性
 

で
あ
り
、
化
を
中
心
と
し
た
陥
 

凹
型
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
 

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
 

た
。
さ
ら
に
拔
大
電
子
ス
コ
︱
 

プ
の
登
場
に
よ
り
生
体
内
で
踵
 

瘍
の
表
面
構
造
を
詳
細
に
観
察
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

つ
た
た
め
、
深
達
度
や
表
面
型
 

の
性
情
に
つ
い
て
、
か
な
り
正
 

確
に
診
断
で
き
る
よ
う
に
な
つ
 

て
き
た
。
 

早
期
大
腸
癌
の
形
態
 

大
腸
癌
の
形
態
分
類
の
中
 

で
、
陥
凹
型
と
は
踵
瘍
部
分
が
 

正
常
粘
膜
の
高
さ
よ
り
低
い
か
 

ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
さ
す
。
陥
凹
 

型
に
は
、
、̂

 
^
十
：
3
が
含
ま
 

れ
る
。
；
3十
の̂
中
に
は
型̂
 

癌
の
深
部
浸
潤
に
よ
っ
て
盛
り
 

上
が
り
、
！
3十

型̂
を
呈
す
る
 

も
の
が
含
ま
れ
る
。
 

実
際
、
型
は
腫
瘍
径
^
讓
 

を
越
す
と
数
が
減
少
し
、

十̂
 

か
型
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
そ
 

れ
ら
は
大
多
数
が
5ョ
ョ
388̂
6
 

癌
で
あ
る
。
陥
凹
型
と
紛
ら
わ
 

し
い
形
態
と
し
て
、
 

型
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
陥
凹
型
と
 

は
異
な
り
、
局
面
を
有
す
る
陥
 

凹
面
が
な
く
、
そ
の
組
織
型
は
 

多
く
が
腫
瘍
で
あ
る
。
色
素
散
 

布
で
中
央
の
窪
み
に
色
素
が
貯
 

留
し
、
あ
た
か
も
陥
凹
の
よ
う
 

に
見
え
る
が
、
そ
の
辺
縁
性
状
 

は
棘
状
不
整
で
あ
り
局
面
を
形
 

成
し
な
い
。
 

一
方
、
側
方
発
育
傾
向
を
有
 

す
る
^
匪
以
下
の
病
変
を
我
々
 

711320と
総
称
し
て
い
る
。
し
 

3
 丁
は
表
面
構
造
に
よ
り
、
顆
 

粒
構
造
を
有
す
る
顆
粒
型
と
、
 

有
し
な
い
非
顆
粒
型
と
に
分
け
 

ら
れ
、
顆
粒
型
は
さ
ら
に
、
顆
粒
 

均
一
型
と
、
巨
大
結
節
を
有
す
 

る
結
節
混
在
型
に
分
け
ら
れ
る
。
 

成

績
 

陥
凹
型
で
は
5
1
以
下
の
微
 

小
癌
で
も
お
浸
潤
を
高
率
に
認
 

め
る
。
さ
ら
に
、

翻̂
以
上
の
陥
 

凹
型
癌
は
、
ほ
と
ん
ど
お
浸
潤
 

癌
で
あ
り
、

十̂

を̂
含
め
て
 

浸̂
潤
率
は
異
常
に
高
い
。
陥
 

凹
型
の
5
1
以
下
の
お
浸
潤
率
 

は
、
隆
起
型
に
当
て
は
め
れ
ば
 

腿̂
以
上
の
』
浸
潤
率
に
相
当
 

し
、
陥
凹
型
早
期
癌
が
深
部
浸
 

潤
傾
向
を
有
す
る
極
め
て
重
要
 

な
病
変
で
あ
る
こ
と
が
分
か
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
^ 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

消
化
器
診
断
部
長
 

で
は
逆
賊
と
さ
れ
る
)
の
墓
を
 

鞭
打
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
 

ま
た
林
子
平
は
そ
の
著
書
が
 

世
を
惑
わ
す
も
の
と
し
て
発
禁
 

処
分
を
受
け
、
版
木
も
没
収
さ
 

れ
た
が
、
そ
の
心
境
を
歌
に
詠
 

ん
だ
。
「
親
も
な
く
、
妻
な
く
子
 

な
く
版
木
な
し
、
金
も
無
け
れ
 

ば
死
に
た
く
も
無
し
」
と
。
号
し
 

て
六
無
斉
と
名
の
っ
た
。
 

さ
て
、
こ
こ
に
寛
政
の
三
奇
 

人
な
ど
を
持
出
し
た
の
は
、
最
 

近
、
私
が
み
て
変
わ
っ
て
い
る
 

と
思
え
る
三
人
の
医
師
に
つ
い
 

て
述
べ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
 

ま
り
話
の
枕
と
い
う
所
で
あ
 

る
。
 

そ
の
一
番
手
。
永
井
明
氏
。
 

数
年
前
、
書
店
で
そ
の
著
書
 

に
出
合
っ
た
。
「
僕
が
医
者
を
や
 

め
た
理
由
」
と
い
う
表
題
で
は
 

野
次
馬
根
性
旺
盛
な
私
は
手
を
 

出
さ
ぬ
わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
 

た
。
驚
い
た
こ
と
に
は
、
氏
は
医
 

師
免
許
證
も
返
還
し
て
し
ま
つ
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

読
了
後
、
こ
の
本
を
永
井
氏
 

と
同
年
代
の
医
師
に
ま
わ
し
 

た
。
あ
る
民
間
病
院
の
勤
務
医
 

で
、
昔
風
の
医
師
ら
し
い
医
師
 

で
あ
る
。
死
ぬ
時
に
は
彼
に
診
 

て
も
ら
い
度
い
も
の
だ
と
田
5う
 

よ
う
な
医
師
で
あ
る
。
そ
の
彼
 

は
本
の
表
題
を
み
て
「
や
め
ら
 

れ
る
も
の
な
ら
ボ
ク
も
や
め
た
 

い
な
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
私
は
そ
 

の
本
を
彼
に
ま
わ
し
た
こ
と
を
 

悔
ん
だ
。
 

こ
の
頃
、
書
店
の
棚
で
永
井
 

氏
の
著
書
を
い
く
つ
か
見
た
。
 

氏
は
医
事
評
論
家
に
転
進
し
た
 

ら
し
い
。
そ
れ
等
の
著
書
を
私
 

窪

田

博

吉
 

は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
。
 

一
一
番
手
は
山
崎
章
郎
氏
。
 

こ
の
通
信
の
書
読
欄
で
も
取
 

上
げ
ら
れ
た
が
、
「
病
院
で
死
ぬ
 

こ
と
」
と
い
う
著
書
で
知
ら
れ
 

る
。
こ
の
本
は
発
行
数
力
月
を
 

出
ず
し
て
四
0
万
部
を
突
破
、
 

出
版
社
も
予
想
し
な
か
っ
た
大
 

当
た
り
を
取
っ
た
と
聞
く
。
 

山
崎
氏
は
私
と
大
学
も
教
室
 

も
同
じ
だ
か
ら
面
識
も
あ
る
 

し
、
話
を
交
わ
し
た
こ
と
も
あ
 

る
。
だ
が
、
年
が
開
い
て
い
た
 

し
、
氏
は
入
局
し
て
間
も
な
く
 

関
連
病
院
へ
出
向
し
た
の
で
深
 

い
つ
き
あ
い
は
な
い
。
寡
黙
な
 

青
年
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い
、
 

る
。
 

氏
は
そ
の
後
末
期
癌
の
ケ
ア
 

を
志
ざ
し
、
そ
の
経
験
を
一
!!̂
 

苦
せ
Iに
あ
ら
わ
し
た
。
今
!̂
 

る
。
一
方
、
し
5丁
は
結
節
混
在
 

型
を
除
け
ば
腺
腫
，
8
癌
の
割
 

合
が
高
い
。
 

診

断
 

内
視
鏡
観
察
で
陥
凹
型
早
期
 

癌
は
、
わ
ず
か
な
発
赤
や
褐
色
 

と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
 

り
、
そ
の
存
在
を
念
頭
に
置
き
 

注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
 

る
。
非
顆
粒
型
の
し
3
 丁
も
色
 

調
変
化
に
乏
し
い
た
め
、
発
見
 

は
容
易
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な
 

色
調
変
化
や
壁
の
不
整
を
見
逃
 

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

色
素
内
視
鏡
像
で
は
、
無
名
 

溝
消
失
所
見
、
陥
凹
辺
緣
性
状
 

な
ど
を
観
察
し
、
更
に
拔
大
観
 

察
で
I&

 5
5
3
4
X
6
3
1
診
断
ま
で
 

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
陥
 

凹
型
癌
は
；
3

 .

 V
型
を
呈
す
る
 

点
が
特
徴
で
あ
り
、
！
&の
不
整
 

が
出
現
す
る
場
合
(お
301*0118
 

5
1
2
3
陽
性
)
は
癌
で
あ
る
可
能
 

性
が
高
、
領
域
を
も
っ
た
V
型
 

は
、
浸
潤
を
示
唆
す
る
。
 

治

療
 

陥
凹
型
癌
は
、
基
本
的
に
内
 

ス
ビ
ス
に
移
っ
て
最
近
第
一
一
作
 

を
上
梓
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
 

医
者
を
や
め
て
医
事
評
論
家
 

に
な
る
。
外
科
を
あ
き
ら
め
て
 

ホ
ス
ピ
ス
へ
行
く
、
何
れ
も
前
 

途
は
多
難
を
想
像
さ
せ
る
。
 

さ
て
、
三
番
手
は
近
藤
誠
氏
 

で
あ
る
。
 

氏
が
わ
が
国
の
扎
癌
治
療
に
 

異
を
唱
え
て
登
場
し
た
段
階
で
 

は
そ
れ
程
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
 

が
、
し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
、
 

「
癌
検
診
百
害
あ
つ
て
一
利
な
 

し
」
を
ひ
つ
さ
げ
て
再
登
場
し
 

て
以
来
、
ま
さ
に
風
雲
児
と
い
 

う
古
い
形
容
を
使
い
度
く
な
る
 

よ
う
な
活
動
ぶ
り
で
あ
る
。
 

現
在
、
文
藝
春
秋
に
連
載
中
 

だ
が
、
回
を
追
う
毎
に
、
こ
れ
も
 

古
い
表
現
だ
が
、
馬
が
さ
わ
れ
 

は
馬
を
斬
り
、
人
が
さ
わ
れ
ば
 

人
を
斬
る
と
い
つ
た
鼻
息
の
荒
 

さ
で
あ
る
。
 

た
だ
、
最
近
の
論
調
で
気
に
 

な̂
る
の
は
一
般
論
を
外
れ
て
個
 

人
攻
撃
の
様
相
を
帯
び
て
来
た
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
最
た
る
も
の
が
第
七
回
 

と
第
八
回
の
論
述
に
み
ら
れ
 

視
鏡
的
粘
膜
切
除
(ど
^̂
)を
 

行
う
が
加
深
部
浸
潤
の
可
能
性
 

が
高
い
場
合
は
開
腹
手
術
を
選
 

択
す
る
。
乙
3
 丁
は
、
結
節
混
在
 

型
以
外
で
は
お
癌
の
割
合
が
低
 

い
た
め
積
極
的
に
内
視
鏡
的
治
 

療
を
選
択
す
る
べ
き
で
あ
る
 

腫
瘍
径
が
大
き
く
、
一
 回
切
 

除
が
難
し
い
場
合
に
は
、
 

ず
636312
 ̂
尺
(
肉
？
星
 

を
行
う
。
外
科
的
治
療
を
選
択
 

す
る
場
合
、
従
来
の
開
腹
腸
切
 

除
に
加
え
、
近
年
で
は
腹
腔
鏡
 

下
腸
切
除
術
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

第
、
回
 

消
化
管
撮
影
研
究
会
 

第
八
回
「
消
化
管
撮
影
研
究
会
」
 

は
、
平
成
八
年
一
月
1
一
十
七
日
、
 

ト
ヨ
タ
自
動
車
大
ホ
︱
ル
(
東
 

京
都
文
京
区
後
楽
 一
ノ
四
ノ
一
 

八
)
で
行
わ
れ
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。
 

特
別
講
演
「
一
一
重
造
影
法
の
開
 

発
を
語
る
」
国
立
が
ん
セ
ン
タ
 

︱
中
央
病
院
名
誉
院
長
、
市
川
 

平
三
郎
 

教
育
講
演
「
バ
リ
ウ
ム
検
査
 

の
現
状
と
課
題
」
癌
研
病
院
内
 

る
市
川
平
三
郞
氏
に
関
す
る
く
 

だ
り
で
あ
る
。
と
く
に
前
立
腺
 

手
術
は
間
違
つ
て
い
る
と
主
張
 

す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
は
な
か
 

ろ
う
か
。
も
っ
と
平
た
く
い
え
 

ば
"
大
き
な
お
世
話
"
で
は
な
 

力
ろ
う
力
 

何
れ
に
し
て
も
、
心
お
だ
や
 

か
で
な
い
の
は
検
診
現
場
の
わ
 

れ
わ
れ
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
 

日
常
の
仕
事
が
百
害
あ
っ
て
一
 

利
な
し
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
 

る
の
で
あ
る
。
 

率
直
に
い
つ
て
、
胃
集
検
の
 

現
場
に
と
っ
て
近
藤
誠
氏
の
所
 

説
は
前
号
で
述
べ
た
ぺ
プ
シ
ノ
 

ゲ
ン
と
並
ぶ
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
 

で
あ
る
。
 

医
学
会
と
し
て
は
ど
ち
ら
に
 

も
真
正
面
か
ら
取
組
ん
で
も
ら
 

い
た
い
問
題
で
あ
る
。
 

突
飛
な
比
喩
に
見
え
る
で
あ
 

ろ
う
が
、
今
の
私
の
心
境
は
自
 

衛
隊
員
の
そ
れ
に
似
た
所
が
あ
 

る
よ
う
に
も
甲
い
え
る
の
で
あ
 

る
。
 

林
子
平
〈
一
七
三
八
︱
九
 

三
)
、
高
山
彦
九
郎
二
七
四
七
 

︱
九
三
)
、
蒲
生
君
平
二
七
六
 

八
I一

 八
一
三
)を
人
よ
ん
で
 

寛
政
の
三
奇
人
と
い
う
。
 

小
学
校
の
高
学
年
で
あ
っ
た
 

か
、
旧
制
中
学
の
低
学
年
で
あ
 

つ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
国
 

史
の
授
業
で
教
わ
っ
た
記
憶
が
 

あ
る
。
 

三
人
に
共
通
す
る
の
は
尊
王
 

思
想
の
先
覺
者
と
い
う
こ
と
で
 

あ
り
、
徳
川
幕
政
下
で
は
変
わ
 

り
者
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
 

う
。
し
か
し
、
彼
等
の
思
想
や
行
 

動
は
や
が
て
明
治
維
新
一
一
八
 

六
八
年
)
の
原
動
力
に
な
っ
た
 

と
い
う
の
が
私
ど
も
が
教
わ
つ
 

た
史
観
で
あ
っ
た
。
 

変
人
と
い
わ
れ
た
だ
け
に
、
 

例
え
ば
高
山
彦
九
郎
に
は
奇
行
 

が
多
く
、
足
利
尊
氏
(
皇
國
史
観
 

一
癌
発
見
率
は
0ニ
ー

 一

 ％
 

一
宮
市
の
個
別
検
診
 

目

的
 

胃
集
検
受
該
者
の
さ
ら
な
る
 

拡
大
と
受
診
者
の
利
便
性
を
考
 

え
、
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
る
 

個
別
検
診
が
開
始
さ
れ
た
。
本
 

報
告
で
は
昭
和
六
十
一
年
に
開
 

始
さ
れ
た
愛
知
県
一
宮
市
に
お
 

け
る
個
別
検
診
の
現
状
と
問
題
 

点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
 

成

績
 

一
宫
市
の
胃
癌
検
診
は
毎
年
 

五
月
か
ら
十
月
の
間
に
最
寄
り
 

の
医
療
機
関
で
行
な
わ
れ
て
い
 

る
。
市
内
に
居
住
す
る
四
十
歳
 

以
上
の
者
を
対
象
と
し
、
受
診
 

者
の
一
部
負
担
金
は
千
円
で
そ
 

の
残
り
の
料
金
を
国
、
県
、
市
が
 

各
三
分
の
一
を
補
助
し
て
い
る
。
 

各
医
療
機
関
で
撮
影
さ
れ
た
 

直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
週
一
一
 

回
の
割
合
で
、
撮
影
医
の
立
会
 

#
も
と
に
消
化
器
専
門
医
の
 

に
よ
つ
て
読
影
さ
れ
る
。
 

精
密
検
査
は
内
視
鏡
で
行
っ
て
 

い
る
。
昭
和
六
一
年
か
ら
平
成
 

五
年
ま
で
に
延
べ
六
九
、
五
六
 

三
人
の
個
別
検
診
が
実
施
さ
れ
 

た
。
 

同
時
期
に
発
見
さ
れ
た
胃
癌
 

は
一
10三
例
で
あ
っ
た
。
受
診
 

者
数
、
胃
癌
発
見
数
と
発
見
率
 

の
推
移
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
 

は
四
、
五
九
一
一
人
で
あ
つ
た
が
 

平
成
五
年
度
は
一
四
、
五
0
一
 

人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
 

発
見
さ
れ
た
胃
癌
の
数
は
毎
 

年
一
一
0例
以
上
で
あ
る
。
胃
癌
 

の
発
見
率
は
当
初
は
0 ，
五
 

0%で
あ
っ
た
が
平
成
三
年
度
 

以
降
は
〇
，
ニ
ー
 冗
と
一
定
化
 

し
つ
つ
あ
る
。
 

し
か
し
早
期
胃
癌
の
占
め
る
 

割
合
が
五
〇
冗
を
こ
え
た
の
は
 

平
成
三
、
四
年
度
の
み
で
あ
つ
 

た
。
 

要
精
検
率
は
一
六
.七
X、
精
 

検
受
診
率
は
七
八
，
四
冗
で
あ
 

る
。
 

科
部
長
、
丸
山
雅
一
 

基
調
講
演
「
ル
︱
チ
ン
検
査
 

と
精
密
検
査
の
意
義
と
相
違
」
 

〜
両
検
査
法
の
手
技
の
基
礎
 

〜
東
京
都
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
̶
部
長
細
井
董
三
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

「
胃
部
消
化
管
造
影
検
査
の
 

盲
点
と
対
策
」
 

司
会
、
湯
川
II！
腸
病
院
、
柏
木
 

英
樹
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
̶
東
病
 

一
院
、
斎
藤
祐
久
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
集
検
の
 

現
状
と
今
後
の
あ
り
方
」
 

司
会
、
天
保
山
記
念
病
院
、
谷
 

俊
雄
 

愛
知
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
 

1
.中
村
多
門
次
 

ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
̶
「
バ
リ
ウ
 

ム
造
影
剤
の
品
質
に
つ
い
て
メ
 

̶
力
̶
の
立
場
か
ら
」
 

1
、
伏
見
製
薬
 

2
、
堀
井
製
薬
 

3
、
カ
イ
ゲ
ン
 

司
会
、
神
奈
川
県
成
人
病
検
 

診
セ
ン
タ
̶
、
海
老
根
精
一
一
 

会
長
は
神
奈
川
県
成
人
病
検
 

診
セ
ン
タ
I、
海
老
根
精
一
一
氏
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終
末
医
療
の
ケ
ア
4
1
が
徐
々
で
は
あ
る
 

が
増
え
て
い
る
。
何
^̂
も
患
者
の
二
︱
ズ
 

に
応
え
よ
う
と
い
う
の
だ
。
患
者
の
私
生
活
 

や
習
慣
が
で
き
る
だ
け
尊
重
さ
れ
る
こ
と
 

11が
第
一
の
条
件
だ
。
患
者
の
ピ
︱
ク
は
 

六
〇
歳
台
で
あ
る
。
 

終
末
医
療
に
特
殊
の
 

ケ
ア
 

現
在
の
医
療
施
設
は
、
一
般
 

病
床
を
中
心
に
疾
病
の
治
療
を
 

中
心
に
疾
病
の
治
癒
を
目
指
し
 

た
積
極
的
な
-お
療
に
適
す
る
よ
 

う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
さ
ま
 

ざ
ま
な
病
態
の
患
者
が
同
一
の
 

病
棟
に
お
り
、
治
療
上
の
必
要
 

性
な
ど
か
ら
面
会
や
生
活
面
に
 

関
し
て
の
制
約
も
あ
る
。
こ
う
 

し
た
中
で
は
終
末
期
に
お
け
る
 

落
ち
着
い
た
環
境
を
提
供
し
、
 

精
神
的
お
よ
び
身
体
的
ケ
ア
を
 

行
う
こ
と
は
難
し
い
。
 

患
者
の
 

一
I
I
ズ
に
 

応
え
る
 

末
期
患
者
へ
の
充
実
し
た
ケ
 

ァ
を
行
う
た
め
の
施
設
に
望
ま
 

れ
る
条
件
と
し
て
は
、
 

①
痛
み
や
そ
の
他
の
症
状
に
 

対
し
て
十
分
な
医
学
的
な
対
応
 

が
で
き
る
-」
と
 

②
症
状
に
対
す
る
不
安
や
死
 

に
向
か
つ
て
の
精
神
的
な
動
揺
 

に
対
し
て
精
神
面
で
の
ケ
ア
が
 

行
え
る
こ
と
 

③
自
然
環
境
を
取
り
入
れ
た
 

り
、
音
楽
を
楽
し
め
る
な
ど
心
 

が
な
ご
む
環
境
、
雰
囲
気
を
持
 

つ
て
い
る
こ
と
 

④
家
族
や
親
し
い
人
と
と
も
 

に
過
ご
せ
る
よ
う
.家
族
の
控
室
 

や
調
理
施
設
な
ど
が
あ
り
、
面
 

会
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
 

⑤
生
活
用
品
や
嗜
好
品
の
持
 

ち
込
み
や
趣
味
な
ど
、
患
者
の
 

私
生
活
や
習
慣
が
で
き
る
だ
け
 

尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
 

あ
ろ
う
。
 

都
市
部
々
地
域
に
よ
つ
て
 

は
、
土
地
の
制
約
な
ど
か
ら
こ
 

う
し
た
条
件
を
す
ベ
て
満
た
す
 

こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
 

者
数
を
増
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
一
い
が
、
趣
旨
に
即
し
た
施
設
の
 

ん
、
二
次
検
査
以
降
の
受
診
率
|
整
備
の
促
進
が
患
者
や
家
庭
の
 

を
い
か
に
噜
や
す
か
が
、
今
後
令
二
︱
ズ
に
こ
た
え
る
意
味
か
ら
 

の
課
題
と
痛
感
し
た
。
 

そ
こ
で
現
行
の
方
法
を
更
に
 

充
実
し
つ
つ
、
未
受
診
者
へ
受
 

診
の
意
志
を
た
ず
ね
、
 

や
 

.る
0
 

令
求
め
ら
れ
て
」
 

\
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
十
四
 

何
ら
か
#
診
療
報
酬
に
お
い
て
は
、
こ
 

の
理
由
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
Iの
よ
う
な
サ
︱
ビ
ス
を
提
供
で
 

本
人
の
希
望
日
を
優
先
し
組
み
|
き
る
一
定
の
施
設
の
基
準
を
設
 

込
む
。
ま
た
大
腸
検
査
を
企
業
令
け
、
そ
れ
に
適
合
す
る
病
棟
に
 

に
出
向
き
説
明
す
る
方
法
も
考
#入
院
す
る
患
者
の
サ
︱
ビ
ス
に
 

え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
大
腸
.？
~つ
い
て
は
医
療
機
関
に
対
し
て
 

集
検
に
係
わ
る
全
て
の
ス
タ
ツ
|
特
別
な
料
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
 

フ
が
把
握
し
啓
発
活
動
を
行
わ
令
と
に
な
っ
た
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ゆ
で
あ
り
、
平
成
二
年
か
ら
整
備
 

る
。
 

さ
れ
て
き
て
い
る
。
 

令
料
金
は
現
在
一
日
に
つ
き
三
 

I万
三
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
国
 

令
と
し
て
も
平
成
四
年
に
国
立
が
 

+ん
セ
ン
タ
︱
東
病
院
に
一
一
十
五
 

|
床
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
整
備
を
 

行̂
つ
た
。
七
年
一
月
現
在
、
緩
.和
 

Iケ
ア
病
棟
を
有
す
る
病
院
は
、
 

I全
国
で
十
四
と
な
つ
て
い
る
。
 

(
厚
生
白
書
か
ら
)
 

ォ
 

ォ
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う
に
极
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
 

い
る
。
注
腸
X線
検
査
に
対
し
、
 

大
腸
疾
患
発
見
率
は
四
一
，
 

七
X
と
約
半
数
に
何
ら
か
の
疾
 

病
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
約
六
 

〇
人
に
一
入
の
割
合
で
癌
が
発
 

見
さ
れ
た
。
ま
た
大
腸
癌
罹
患
 

者
の
中
に
、
便
潜
血
反
応
が
一
一
 

回
と
も
陰
性
で
、
間
診
で
チ
ェ
 

ッ
ク
し
た
中
か
ら
四
人
出
て
い
 

る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
り
、
 

こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
 

受
診
勧
奨
を
ぜ
ひ
と
も
行
わ
れ
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
 

る
。
 

上
部
消
化
管
に
お
け
る
未
受
 

誇
者
フ
ォ
口
 

︱
に
つ
い
て
は
、
 

往
復
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
て
い
 

る
。
こ
の
ハ
ガ
キ
の
呼
び
掛
け
 

に
よ
り
受
診
し
た
中
か
ら
、
胃
 

癌
が
何
例
か
発
見
さ
れ
て
い
 

る
。
下
部
消
化
管
に
お
い
て
も
 

同
様
の
方
法
を
と
り
、
未
受
診
 

者
に
対
し
受
診
を
奨
励
し
て
い
 

き
た
い
と
思
う
。
 

ま

と

め
 

早
期
の
大
腸
疾
患
を
発
見
す
 

る
た
め
に
は
、
一
次
検
査
受
診
 

第
五
十
回
地
方
会
で
、
市
川
平
三
郎
氏
は
、
特
別
講
演
「
地
方
ん
#
 

十
五
年
を
振
り
返
り
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
 

钃
 

「
胃
が
ん
は
減
っ
て
い
る
、
は
ゥ
ソ
で
あ
る
。
胃
が
ん
は
増
え
て
い
 

る
が
、
胃
が
ん
死
は
減
っ
て
い
る
」
が
正
し
い
。
ま
た
、
「
継
続
は
力
な
 

り
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
か
み
し
め
 

て
、
今
後
と
も
胃
集
検
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

X線
発
見
百
年
 

こ
と
し
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
X
 

線
を
発
見
し
て
か
ら
 

一
0
〇
年
 

に
な
る
。
そ
れ
を
使
っ
て
の
胃
 

の
一
一
重
造
影
法
が
開
発
さ
れ
て
 

か
ら
四
十
五
年
に
な
る
。
 

こ
の
学
会
が
で
き
た
の
は
、
 

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
九
七
 

一
年
)
。
そ
の
前
の
一
九
七
0
年
 

に
ヒ
ュ
︱
ス
ト
ン
で
初
め
て
胃
 

の
一
一
重
造
影
法
を
話
し
た
。
そ
 

の
後
、
南
米
、
チ
リ
︱
、
ア
ル
ゼ
 

ン
チ
ン
を
回
っ
て
が
；
50の
癌
 

会
議
に
出
た
。
二
力
月
に
わ
た
 

る
長
期
出
張
だ
っ
た
。
 

広
い
理
解
で
 

集
検
は
皆
さ
ん
が
受
診
し
な
 

け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
医
 

師
、
技
師
、
保
健
婦
、
事
務
の
方
 

な
ど
が
一
体
と
な
つ
て
や
る
の
 

が
理
想
で
、
そ
の
形
で
う
ま
く
 

や
っ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
集
ま
 

つ
て
い
る
者
だ
け
で
な
く
、
周
 

り
の
人
の
広
い
理
解
を
得
て
進
 

め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
本
当
の
検
 

診
だ
。
 

実
践
が
学
会
の
特
徴
 

こ
の
学
会
の
特
徴
は
す
べ
て
 

が
実
践
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
 

い
る
こ
と
だ
。
 

技
師
部
会
の
技
術
研
修
は
、
 

千
葉
で
四
泊
五
日
の
研
修
を
や
 

り
、
十
八
年
間
も
続
い
て
い
る
。
 

極
め
て
評
判
が
よ
く
、
今
ま
で
 

に
千
数
百
人
が
受
講
し
て
、
全
 

国
各
地
で
成
果
を
挙
げ
て
い
 

る
。
 

保
健
婦
部
会
も
、
今
年
で
二
 

十
四
回
を
数
え
、
そ
の
時
々
の
 

テ
︱
マ
を
選
ん
で
研
修
し
成
果
 

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
胃
集
 

団
検
診
の
手
引
」
な
ど
も
作
つ
 

て
集
検
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
 

ま
た
、
実
施
機
関
部
会
は
、
宫
 

下
先
生
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
 

精
度
管
理
指
針
を
作
っ
た
。
こ
 

れ
が
昭
和
五
十
七
年
の
老
人
保
 

健
法
に
採
用
さ
れ
、
胃
集
検
の
 

骨
子
と
な
つ
て
い
る
。
 

検
診
費
用
に
関
す
る
調
査
研
 

究
で
は
、
困
難
な
諸
条
件
を
克
 

服
し
て
、
ど
こ
も
傷
つ
け
な
い
 

含
蓄
の
あ
る
表
現
で
立
派
に
ま
 

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
志
 

賀
先
生
ら
を
中
心
に
進
め
ら
れ
 

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

継
続
は
力
な
り
 

ま
た
、
学
術
面
で
は
、
新
潟
の
 

佐
々
木
寿
英
先
生
の
す
ば
ら
し
 

い
研
究
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
 

胃
集
検
の
効
果
を
実
証
し
た
も
 

の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
 

最
近
、
遺
伝
子
、
遺
伝
子
と
さ
 

わ
が
れ
て
い
ま
す
が
、
遺
伝
子
 

で
救
命
は
し
て
い
な
い
。
救
命
 

第
五
十
回
地
方
会
(
十
月
十
四
日
、
土
浦
市
)
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
 

腸
癌
検
診
に
お
け
る
要
精
検
者
の
扱
い
」
で
、
神
奈
川
県
成
人
病
検
診
 

セ
ン
タ
︱
の
関
田
す
み
え
さ
ん
は
「
早
期
の
大
腸
疾
患
を
発
見
す
る
た
 

め
に
は
、
I次
検
診
の
受
診
者
数
を
増
や
す
こ
と
と
二
次
検
診
の
受
診
 

率
を
い
か
に
高
め
る
か
が
カ
ギ
だ
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
抄
録
 

で
あ
る
。
 

大
腸
疾
患
が
急
増
し
て
い
る
 

今
日
、
大
腸
の
検
診
は
不
可
欠
 

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
検
査
を
 

す
す
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
看
 

護
婦
の
積
極
的
な
受
診
勧
奨
は
 

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
 

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
セ
 

ン
タ
︱
に
お
け
る
大
腸
癌
集
検
 

か
ら
要
精
検
者
の
扱
い
の
現
状
 

と
、
今
後
の
展
望
を
看
護
婦
の
 

立
場
か
ら
報
告
す
る
。
 

大
腸
集
検
の
流
れ
 

当
セ
ン
タ
I
の
一
次
検
査
法
 

は
便
潜
血
反
応
一
一
日
法
の
う
 

ち
、
一
回
で
も
陽
性
で
あ
れ
ば
 

注
腸
X
線
検
査
を
勧
め
る
。
問
 

診
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
人
に
は
 

注
腸
X
線
検
査
を
勧
め
る
。
要
 

精
検
者
に
は
大
腸
検
査
説
明
日
 

を
設
定
し
、
呼
び
出
し
通
知
を
 

発
送
し
て
い
る
。
注
腸
X
線
検
 

査
当
日
医
師
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
 

見
な
が
ら
結
果
説
明
が
行
わ
 

れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
 

次
の
検
査
の
予
約
ま
で
行
う
。
 

異
常
な
し
は
次
年
度
一
次
ス
ク
 

リ
︱
 

二
ン
グ
に
も
ど
り
、
異
常
 

あ
り
は
内
視
鏡
検
査
と
な
る
。
 

説
明
の
実
際
 

検
査
の
説
明
日
が
決
ま
っ
て
 

い
て
も
、
そ
れ
以
前
に
様
々
な
 

内
容
の
質
問
が
多
く
あ
り
、
ま
 

だ
な
じ
ま
な
い
検
査
だ
け
に
質
 

問
に
対
し
、
検
査
の
説
明
や
当
 

日
結
果
が
わ
か
る
等
丁
寧
に
フ
 

ォ
口
︱
し
、
受
診
者
に
な
る
ベ
 

く
合
わ
せ
予
定
を
組
む
よ
う
に
 

し
て
い
る
。
 

大
腸
検
査
説
明
の
た
め
当
セ
 

ン
タ
︱
独
自
の
パ
ネ
ル
を
三
枚
 

一
組
で
作
成
し
た
。
何
故
チ
ヱ
 

ッ
ク
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
 

病
気
が
発
見
で
き
る
か
、
注
腸
 

X線
検
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
 

れ
る
か
を
更
衣
か
ら
結
果
の
説
 

明
ま
で
の
流
れ
と
実
際
に
検
査
 

を
行
う
前
日
に
食
事
と
下
剤
の
 

注
意
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
 

る
。
 

こ
の
。
ハ
ネ
ル
を
利
用
し
な
が
 

ら
グ
ル
︱
プ
単
位
で
説
明
し
て
 

い
る
。
パ
ネ
ル
を
作
成
し
た
こ
 

と
に
よ
り
受
診
者
の
理
解
が
深
 

ま
り
、
説
明
来
所
時
に
予
約
を
 

す
る
受
診
者
が
増
加
し
た
。
グ
 

ル
︱
プ
全
体
の
説
明
後
、
個
々
 

に
間
診
を
と
り
な
が
ら
日
程
を
 

組
み
こ
む
。
 

受
診
状
況
と
問
題
点
 

大
腸
検
査
説
明
に
来
所
し
、
 

注
腸
X
線
検
査
を
し
た
受
診
率
 

は
九
一
一
冗
と
高
い
が
、
大
腸
検
 

査
説
明
の
受
診
率
が
約
半
数
と
 

い
う
結
果
が
出
た
。
こ
の
数
値
 

か
ら
四
 

一
，
一
一
X
と
い
う
大
腸
 

検
査
説
明
未
受
診
者
を
ど
の
よ
 

し
て
い
る
の
は
、
ォ
︱
ル
検
診
 

で
あ
る
。
検
診
が
進
む
と
医
療
 

費
が
減
る
、
と
い
う
こ
と
が
先
 

日
の
朝
日
に
出
て
い
た
。
「
胃
が
 

ん
は
減
つ
て
い
る
」
と
い
う
が
、
 

こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
「
胃
が
ん
 

は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
胃
が
 

ん
で
死
ぬ
人
は
減
っ
て
い
る
」
 

が
正
し
い
の
で
す
。
 

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
諺
 

が
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
意
を
 

新
た
に
し
て
胃
集
検
を
推
し
進
 

め
て
下
さ
い
。
 

最
後
に
反
省
を
こ
め
て
一
一
つ
 

の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。
一
 

つ
は
全
胃
合
研
の
こ
と
で
あ
 

り
、
二
つ
は
認
定
技
師
制
度
の
 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
全
胃
合
研
 

は
途
中
で
中
絶
し
て
し
ま
つ
 

た
。
技
師
制
度
も
道
半
ば
で
あ
 

い
，
ま
，
15
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た
。
失
速
傾
向
が
目
立
ち
始
め
 

た
検
診
事
業
の
現
況
に
ど
う
対
 

応
し
て
い
く
か
、
一
次
検
診
機
 

関
に
と
つ
て
は
厳
し
い
時
代
を
 

迎
え
て
い
る
。
 

六
年
度
胃
検
診
実
績
 

平
成
六
年
度
の
本
会
の
胃
検
 

診
人
員
は
一
一
五
、
五
三
九
人
。
 

こ
の
内
、
住
民
検
診
で
は
、
八
五
 

市
町
村
の
委
託
を
受
け
、
七
七
、
 

八
六
0
人
を
実
施
し
た
。
胃
検
 

診
受
診
者
の
減
少
は
、
平
成
三
 

年
度
か
ら
、
主
に
住
民
検
診
に
 

お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
職
域
検
 

診
の
開
拓
努
力
等
で
そ
の
カ
バ
 

Iに
努
め
て
き
て
い
る
が
、
六
 

年
度
に
は
総
数
で
も
約
一
一
千
五
 

百
人
、
前
年
を
下
回
つ
て
し
ま
 

つ
た
。
 

一
方
、
長
野
県
の
老
人
保
健
 

事
業
に
お
け
る
胃
検
診
実
績
は
 

一
〇
七
、
三
七
五
人
(
本
会
分
七
 

三
、
七
三
三
六
人
)
、
胃
が
ん
一
 

三
九
人
，
発
見
率
0
 
，
一 三
X
 

(
同
、
九
六
人
"
ひ
.
一
三
冗
)
 

で
あ
っ
た
。
対
象
者
に
対
す
る
 

受
診
率
は
一
七
.〇
冗
で
、
ピ
ー
 

ク
に
あ
っ
た
昭
和
六
一
一
年
度
の
 

一
八
.七
X
 
(受
診
者
数
一
一
 

九
、
七
四
五
人
)
か
ら
は
か
な
り
 

の
後
退
で
あ
る
。
約
七
割
を
受
 

け
持
つ
本
会
の
黄
任
が
大
き
 

い
。
パ
︱
ト
に
狩
り
だ
さ
れ
受
 

診
機
会
を
失
つ
て
い
た
人
々
 

も
、
不
景
気
に
な
っ
た
か
ら
住
 

民
検
診
に
戻
つ
て
く
る
と
い
う
 

も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
 

壮
年
層
の
集
検
離
れ
 

住
民
検
診
の
主
要
な
対
象
群
 

で
あ
る
第
一
次
産
業
の
就
労
人
 

口
は
、
長
野
県
で
は
国
勢
調
査
 

毎
に
前
回
比
で
十
〜
十
五
冗
減
 

つ
て
る
。
本
会
で
は
、
特
に
壮
年
 

層
の
受
診
確
保
の
た
め
、
職
域
 

へ
の
受
診
並
曰
及
を
テ
̶
マ
と
し
 

て
き
た
。
平
成
元
〜
五
年
度
の
 

五
年
間
は
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
 

か
、
職
域
検
診
で
は
毎
年
千
人
 

前
後
の
増
が
続
い
た
が
、
六
年
 

度
に
は
こ
ち
ら
も
マ
イ
ナ
ス
に
 

転
じ
て
い
る
。
胃
検
診
受
診
者
 

の
年
齢
構
成
で
は
六
0
歳
以
と
 

が
四
〇
冗
(
住
民
検
診
だ
け
で
 

は
五
五
冗
)
を
占
め
、
五
年
前
の
 

三
五
X
 (同
、
四
六
冗
)か
ら
更
 

に
高
齢
化
が
進
ん
だ
。
住
民
検
 

診
で
は
集
検
は
文
字
ど
お
り
老
 

人
保
健
事
業
に
な
り
つ
つ
あ
 

る
。
壮
年
層
は
-ド
ッ
ク
等
に
受
 

診
機
会
を
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。
 

精
度
と
利
便
性
の
両
面
か
ら
、
 

指
向
が
ど
ん
ど
ん
高
度
化
し
て
 

き
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
 

求
め
ら
れ
る
効
率
化
 

実
施
主
体
か
ら
の
要
請
も
 

年
々
高
度
化
し
て
お
り
、
そ
の
 

背
景
に
は
保
健
婦
業
務
の
多
忙
 

化
や
市
町
村
保
健
事
業
に
お
け
 

る
電
算
処
理
の
蒈
及
が
あ
る
。
 

頼
み
の
綱
の
保
健
婦
さ
ん
は
、
 

福
祉
事
業
等
も
増
え
て
と
て
も
 

手
が
足
り
な
い
状
況
の
よ
う
 

で
、
も
う
検
診
も
以
前
の
よ
う
 

な
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
 

う
声
も
聞
く
。
検
診
機
関
に
は
、
 

極
力
負
担
を
減
ら
す
工
夫
が
求
 

め
ら
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
面
の
要
 

請
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
 

多
い
の
が
情
報

理̂
面
の
注
文
 

で
、
本
会
で
も
可
能
な
限
り
対
 

応
し
て
い
る
。
受
診
申
込
デ
I
 

タ
か
ら
検
診
結
果
、
精
検
結
果
 

の
デ
︱
タ
ま
で
を
フ
口
ッ
ピ
ー
 

で
や
り
と
り
す
る
方
式
は
、
現
 

在
一
一
九
市
町
村
と
行
つ
て
お
 

り
、
次
年
度
は
更
に
増
え
そ
う
 

だ
。
こ
れ
だ
と
、
検
診
日
に
は
受
 

第
二
十
八
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
放
射
線
技
師
部
会
(
九
月
三
十
 

日
、
ェ
Iザ
ィ
本
社
)一
般
演
題
で
、
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
の
 

吉
岡
弘
志
氏
は
「
胃
間
接
X
線
写
真
に
お
け
る
前
壁
二
重
造
影
像
の
検
 

討
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
前
壁
二
重
造
影
導
入
に
よ
っ
て
病
変
の
 

描
出
率
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
」
︱
︱
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

近
年
、
胃
集
団
検
診
に
お
い
 

て
発
見
さ
れ
る
胃
癌
は
逐
年
検
 

診
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
に
よ
 

り
、
早
期
癌
が
そ
の
大
半
を
占
 

め
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
徒
 

つ
て
胃
間
接
X
線
写
真
に
は
、
 

従
来
に
も
増
し
て
微
細
な
病
変
 

を
抽
出
し
う
る
精
度
が
求
め
ら
 

れ
て
い
る
。
当
施
設
で
は
平
成
 

四
年
度
か
ら
前
壁
一
一
重
造
影
の
 

撮
影
を
取
り
入
れ
、
前
壁
(
体
下
 

〜
前
庭
部
)
病
変
の
描
出
率
向
 

上
を
め
ざ
し
た
。
 

方

法
 

前
壁
(
体
下
〜
前
庭
部
)
病
変
 

の
描
出
率
等
の
検
討
を
行
う
た
 

め
に
 

1、
平
成
四
年
〜
平
成
六
年
 

ま
で
に
発
見
さ
れ
た
胃
癌
症
例
 

の
占
拠
部
位
を
調
査
し
た
。
 

2
、
上
記
1
の
症
例
か
ら
前
 

壁
(
体
下
〜
前
庭
部
)
病
変
の
あ
 

る
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
 

3
、
ヒ
記
2
の
症
例
に
つ
い
 

て
、
X
線
写
真
の
見
直
し
を
行
 

な
い
、
以
下
の
評
価
を
行
な
う
 

と
と
も
に
、
問
題
点
等
に
つ
い
 

て
検
討
し
た
。
 

ァ
、
前
壁
一
一
重
造
影
の
み
で
 

指
摘
で
き
た
も
の
 

ィ
、
前
壁
、
後
壁
撮
影
ど
ち
ら
 

で
も
指
摘
で
き
た
も
の
 

ゥ
、
後
壁
撮
影
の
み
で
指
摘
 

で
き
た
も
の
 

ェ
、
指
摘
で
き
な
い
も
の
 

結

果
 

平
成
四
年
か
ら
平
成
六
年
ま
 

で
に
発
見
さ
れ
た
胃
癌
数
は
一
 

九
〇
例
、
そ
の
う
ち
前
壁
病
変
 

は
四
二
例
、
そ
の
中
で
体
下
 

〜
前
庭
部
の
病
変
は
四
0例
で
 

あ
っ
た
。
 

そ
の
三
三
例
を
検
討
し
た
結
 

果
、
上
記
ァ
は
ヒ
例
、
ィ
は
ニ
五
 

例
、
ゥ
は
三
例
、
ェ
は
五
例
で
あ
 

つ
た
。
 

前
壁
一
一
重
造
影
導
人
前
の
昭
 

和
六
三
年
か
ら
平
成
三
年
度
に
 

お
い
て
の
前
壁
病
変
の
描
出
率
 

は
早
期
癌
四
八
.四
冗
，
進
行
癌
 

八
五
.七
冗
で
あ
っ
た
が
、
導
入
 

後
は
早
期
疮
八
三
.三
X、
進
行
 

癌
一
〇
〇
冗
と
な
り
、
描
出
率
 

の
向
上
が
見
ら
れ
た
。
 

診
者
デ
︱
タ
が
印
字
さ
れ
た
検
 

診
票
が
間
に
合
つ
て
お
り
，
結
 

果
デ
Iタ
も
必
要
な
形
で
引
き
 

出
し
て
使
え
る
の
で
あ
る
。
複
 

合
検
診
の
要
請
も
增
え
て
お
 

り
、
他
機
関
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
 

も
交
え
、
な
ん
と
か
調
整
し
つ
 

つ
し
の
い
で
い
る
状
況
で
あ
 

る
."
 「

事
業
推
進
基
本
方
針
」
は
、
 

三
十
周
年
に
あ
た
り
、
県
、
医
師
 

会
、
市
長
会
、
町
村
会
、
栄
養
士
 

会
、
保
健
補
導
員
会
等
連
絡
協
 

議
会
の
各
代
表
者
と
協
会
側
委
 

員
会
で
構
成
す
る
懇
話
会
で
ま
 

と
め
て
い
た
だ
い
た
。
事
業
開
 

始
当
初
、
早
期
な
ら
治
る
、
と
い
 

う
広
報
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
 

ち
、
そ
の
た
め
に
は
定
期
検
^
 

を
、
と
い
う
の
が
が
ん
検
診
の
 

推
進
力
で
あ
っ
た
。
現
在
も
そ
 

の
基
本
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
 

タ
パ
コ
を
や
め
な
い
人
が
タ
パ
 

コ
と
が
ん
の
関
係
を
知
ら
な
い
 

わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
、
検
診
 

を
受
け
な
い
人
た
ち
も
早
期
発
 

見
の
大
切
さ
は
と
つ
く
に
承
知
 

で
あ
ろ
う
。
事
業
環
境
の
変
化
 

や
高
度
化
し
多
様
化
す
る
二
 
I
 

長
野
県
成
人
病
予
防
協
会
 

は
、
本
年
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
 

え
、
十
一
月
十
日
、
長
野
市
で
記
 

念
式
典
と
癌
研
附
属
病
院
名
誉
 

院
長
西
満
正
先
生
の
講
演
会
を
 

開
催
し
た
。
式
典
で
は
検
診
実
 

施
主
体
や
関
係
団
体
に
対
す
る
 

感
謝
状
の
贈
呈
と
と
も
に
、
受
 

診
者
二
 
I
ズ
に
対
応
し
た
検
診
 

体
制
の
確
立
や
情
報
ネ
ッ
ト
ヮ
 

︱
ク
の
構
築
な
ど
五
項
目
か
ら
 

な
る
「
事
業
推
進
基
本
方
針
」
の
 

発
表
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
 

今
後
へ
の
姿
勢
を
市
町
村
.
実
 

施
主
体
に
示
し
、
新
た
な
意
欲
 

を
共
に
し
た
い
思
い
が
あ
つ
 

ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
い
か
に
し
 

て
受
け
易
い
検
診
、
選
ば
れ
る
 

検
診
を
提
供
し
て
い
く
か
、
当
 

分
は
難
し
い
時
代
が
統
き
そ
う
 

で
あ
る
。
 

(
長
野
県
成
人
病
予
防
協
会
 

業
務
課
長
岡
沢
孝
昭
)
 

第
十
八
回
消
化
管
撮
影
技
術
 

研
修
会
は
、
平
成
八
年
三
月
一
一
 

十
一
日
か
ら
一
一
十
四
日
ま
で
 

(
三
泊
四
日
合
宿
制
)
、
千
葉
県
 

厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
(
千
 

葉
市
仁
戸
名
町
七
〇
五
)
で
開
 

力
れ
る
。
 

今
年
は
一
一
月
に
長
野
で
五
十
 

一
问
の
地
方
会
が
開
か
れ
る
の
 

で
、
三
月
に
延
期
さ
れ
た
。
 

受
講
資
格
診
療
放
射
技
師
 

ま
た
は
診
療
X線
技
師
 

受
講
料
一
人
四
万
円
 

宿
泊
費
一
人
三
万
五
千
円
 

(
三
泊
九
食
分
)
 

受
講
数
七
〇
名
 

申
込
締
切
八
年
一
月
三
十
 

一
日
(
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
 

締
切
)
 

申
込
手
続
申
込
書
に
必
要
 

事
項
を
記
入
の
上
、
 

七
万
五
千
円
を
添
え
 

て
書
留
で
下
記
に
送
 

る
こ
と
。
受
講
者
の
 

住
所
、
氏
名
を
記
入
 

し
た
官
製
ハ
ガ
キ
を
 

同
封
の
こ
と
。
 

申
込
み
先
東
京
都

田̂
：
へ
"
 

区
太
子
堂
三
ノ
三
五
 

高
画
質
 

し
力
も
引
秒
処
理
.
 

間
接
撮
影
画
像
の
 

質
的
変
革
 

富
士
 メ
デ
ィ
カ
ル
イ
メ 

I
ジ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム
 

国
立
小
児
病
院
、
放
 

射
線
科
、
田
仲
隆
 

第
二
十
八
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
放
射
線
技
師
部
会
(
九
月
三
十
 

日
、
ェ
︱
ザ
ィ
本
社
)
一
般
演
題
で
、
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
引
田
 

輝
久
氏
は
「
当
施
設
の
車
検
診
に
お
け
る
粉
末
バ
リ
ウ
ム
の
導
入
」
に
 

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
ゾ
ル
製
品
か
ら
、
よ
り
情
報
量
の
多
い
 

高
濃
度
粉
末
バ
リ
ウ
ム
に
変
え
た
。
予
算
や
業
務
の
負
担
を
最
小
限
に
 

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
 

こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

最
近
、
胃
集
検
で
使
用
さ
れ
 

る
バ
リ
ウ
ム
も
便
宜
上
簡
便
な
 

ゾ
ル
製
品
か
ら
、
よ
り
情
報
量
 

の
多
い
写
真
が
得
ら
れ
る
高
濃
 

度
粉
末
バ
リ
ウ
ム
へ
変
更
す
る
 

機
関
が
多
く
な
つ
て
き
ま
し
 

た
。
当
財
団
で
も
高
濃
度
粉
末
 

バ
リ
ウ
ム
の
導
入
に
あ
た
り
、
 

予
算
ま
た
は
業
務
の
負
担
を
最
 

小
限
で
行
え
る
よ
う
検
討
し
ま
 

し
た
の
で
報
告
す
る
。
 

方

法
 

予
算
上
か
ら
昨
年
度
の
ゾ
ル
 

二
 
二
〇
プ
ロ
ニ
00ば
)と
 

；
!単
価
以
内
で
粉
末
バ
リ
ウ
ム
 

の
導
入
を
考
え
、
高
濃
度
粉
末
 

バ
リ
ウ
ム
三
社
の
製
品
を
一
六
 

〇
、
一
八
0、

 一

 一

 0
0
プ
ロ
で
テ
 

ス
ト
、
バ
リ
ウ
ム
量
も
一
ー
〇
〇
 

以̂
下
で
プ
ロ
数
と
の
関
係
で
 

検
討
し
た
。
調
剤
法
と
し
て
は
 

ミ
キ
サ
I使
用
法
と
シ
ェ
力
︱
 

使
用
法
を
簡
便
性
ゃ
チ
算
な
ど
 

か
ら
検
討
し
た
。
シ
ヱ
力
ー
使
 

用
法
と
は
5
2
用
水
ポ
リ
タ
ン
 

ク
と
六
〇
〇
1
バ
リ
ウ
ム
容
 

器
、
既
存
の
バ
リ
ウ
ム
シ
ヱ
︱
 

力
ー
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

結

果
 

バ
リ
ウ
ム
は
写
真
函
質
の
結
 

果
お
よ
び
予
算
か
ら
濃
度
一
八
 

〇
プ
ロ
、
量
一
五
〇
8を
決
定
。
 

I！
剤
法
と
し
て
ミ
キ
サ
︱
は
使
 

用
せ
ず
、
検
診
の
朝
現
地
で
六
 

00

 8バ
リ
ウ
ム
容
器
の
お
湯
 

(三
一
一
五
5に
粉
末
7̂
 

を
加
え
手
振
り
で
数
秒
ほ
ど
、
 

そ
し
て
バ
リ
ウ
ム
シ
ェ
︱
力
︱
 

で
卜
分
以
上
、
六
0
0

 
8容
器
 

は
八
本
(
約
三
〇
名
分
)
程
シ
ェ
 

︱
力
|攪
拃
は

能̂
で
あ
る
。
 

第
回̂
 

地
方
会
盛
会
 

裡
に
終
る
 

五̂
十
回
日
本
消
化
器
集
団
 

検
；
：
.'仝
农̂
甲
信
越
地
方
会
 

(
十
月
十
四
日
、
東
京
医
科
大
 

学
霞
ケ
浦
病
院
田
^
崇
文
会
 

長
)
は
、
土
浦
市
京
成
ホ
テ
ル
で
 

開
か
れ
た
。
 

一
般
演
題
十
四
題
、
特
別
講
 

演
、
教
育
講
演
、
テ
︱
ブ
ル
デ
ィ
 

ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
、
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
 

ム
が
あ
り
、
約
一
一
百
三
卜
人
が
 

参
加
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
 

な
お
、
五
十
回
を
記
念
し
、
地
 

方
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
五
 

氏
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
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お 

と
、
胃
癌
発
見
率
は
0ニ
ニ
五
X
 

と
高
く
、
五
年
生
存
率
も
六
|

 ，
 

五
四
Xで
あ
っ
た
」
と
。
こ
れ
 

は
、
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

六
十
歳
以
上
に
絞
る
 

東
京
都
調
布
市
医
師
会
で
 

は
-老
健
法
に
基
づ
い
て
、
昭
和
 

五
十
九
年
度
か
ら
六
十
歳
以
上
 

の
市
民
を
対
象
に
、
医
師
会
員
 

に
よ
る
高
齢
者
胃
癌
個
別
検
診
 

を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
 

九
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
 

の
十
年
間
の
成
績
は
総
受
診
者
 

数
五
I
、
六
〇
六
人
で
、
発
見
胃
 

癌
数
一
八
一
一
人
、
胃
癌
発
見
率
 

〇
丄
ニ
五
冗
、
早
朝
胃
癌
数
 
一
0
 

一
人
、
早
期
胃
癌
発
見
率
〇
上
一
 

0冗
、
早
期
胃
癌
比
率
五
五
，
四
 

九

、̂
発
見
切
除
胃
癌
一
四
七
 

例
、
発
見
胃
癌
切
除
率
八
一
，
三
 

一
一
冗
と
す
べ
て
全
国
集
計
を
上
 

回
る
成
績
だ
つ
た
。
 

多
発
癌
が
多
い
 

発
見
切
除
胃
癌
一
四
七
例
、
 

一
六
六
病
変
に
つ
い
て
病
理
組
 

織
学
的
検
討
を
行
な
っ
た
結
 

果
、
胃
癌
占
居
部
位
は

領̂
域
 

に
最
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
高
 

齢
者
胃
癌
の
特
徴
と
し
て

領̂
 

域
三
五
.五
Xと
多
く
、
ま
た
多
 

発
癌
が
多
か
っ
た
。
，
 

早
期
癌
で
は
隆
起
型
、
表
面
 

隆
起
型
が
四
〇
冗
と
多
く
、
進
 

行
6で
は
腫
お
1型
、
潰
甚

局̂
 

型
が
三
一
一
.七
Xと
多
く
認
め
 

ら
れ
た
。
 

組
織
型
で
は
扎
頭
腺
癌
、
高
 

分
化
型
管
状
腺
癌
が
六
〇
，
 

八
Xと
多
く
認
め
ら
れ
た
。
ま
 

た
、
高
齢
者
胃
癌
検
診
発
見
胃
 

癌
患
者
の
五
年
生
存
率
は
六
 

一
，
五
四
Xで
あ
っ
た
。
 

粗
死
亡
率
は
低
下
傾
向
 

老
人
保
健
法
に
よ
る
検
診
対
 

象
者
胃
癌
粗
死
亡
率
の
推
移
を
 

み
る
と
昭
和
五
十
六
年
か
ら
昭
 

和
六
〇
年
度
ま
で
の
検
診
前
期
 

に
比
べ
昭
和
六
一
年
か
ら
平
成
 

五
年
度
ま
で
の
検
診
後
期
の
方
 

が
粗
死
亡
率
低
下
の
傾
向
を
示
 

し
た
。
 

以
上
の
結
果
か
ら
高
齢
化
社
 

会
に
お
け
る
都
市
部
の
胃
癌
対
 

策
と
老
健
法
の
胃
癌
検
診
受
診
 

率
三
〇
冗
達
成
の
た
め
の
施
策
 

と
し
て
、
ま
た
調
布
市
民
の
胃
 

癌
死
亡
率
低
下
の
目
標
の
た
め
 

こ
の
検
診
継
続
に
努
力
す
る
つ
 

も
り
で
あ
る
。
 

I
I
十
日
)
教
育
講
演
,
 

钐
法
は
熟
練
し
た
手

-̂

線
吸
収
差
を
、
フ
ィ
ル
 

相
応
の
シ
ス
テ
ム
と
技
 

0冗
、
七
五
冗
と
大
幅
に
変
え
、
 

同
じ
方
法
で
撮
る
と
、
そ
れ
で
 

も
示
顕
像
は
違
っ
て
く
る
。
し
 

か
し
お
冗
が

冗̂
に
な
る
位
の
 

僅
か
の
粉
度
分
布
の
違
い
で
 

は
、
像
の
良
否
は
目
立
た
な
い
。
 

各
所
で
様
.々

な
混
合
バ
リ
ウ
ム
 

に
よ
る
造
影
が
行
わ
れ
て
い
る
 

が
、
決
め
手
と
な
る
も
の
は
な
 

い
害
だ
。
そ
れ
は
、
そ
の
混
合
バ
 

リ
ウ
ム
が
骨
で
ど
う
な
る
か
、
 

学
問
的
裏
付
け
で
比
率
が
決
ま
 

つ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
 

対
象
被
検
者
に
よ
る
良
否
 

ど
の
バ
リ
ウ
ム
を
使
う
か
に
 

よ
つ
て
、
胃
部
造
影
像
が
違
つ
 

て
く
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
 

る
。
し
か
し
、
同
じ
パ
リ
ウ
ム
を
 

使
っ
て
も
、
対
象
被
検
者
に
よ
 

つ
て
画
像
の
良
否
が
出
る
。
こ
 

の
こ
と
は
日
常
経
験
し
て
い
な
 

が
ら
、
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
 

は
い
な
い
。
そ
れ
は
使
用
し
た
 

バ
リ
ウ
ム
に
、
良
否
の
発
生
原
 

因
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
て
、
 

被
検
者
の
胃
の
側
に
要
因
が
あ
 

る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
か
 

ら
だ
。
 

各
種
バ
リ
ウ
ム
の
示
顕
能
^ 

否
を
再
検
討
す
る
た
め
、
数
年
 

間
の
一
一
重
造
影
法
を
集
め
る
 

と
、
被
検
者
側
に
も
示
顕
の
違
 

い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
 

そ
れ
を
良
い
画
像
三
類
型
、
粘
 

膜
画
像
三
類
型
、
そ
の
他
Iの
 

七
類
型
に
分
類
し
た
。
 

ま
た
、
同
じ
被
検
者
の
一
一
重
 

造
影
は
使
用
バ
リ
ウ
ム
が
変
わ
 

つ
て
も
、
分
類
の
類
型
は
常
に
 

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
つ
 

た
。
胃
小
区
像
が
よ
く
現
わ
れ
 

る
被
検
者
は
、
前
の
造
影
像
で
 

も
良
く
出
て
い
た
。
粘
摸
像
に
 

な
る
被
検
者
は
常
に
粘
膜
像
で
 

あ
っ
た
。
泡
が
残
る
被
検
者
は
 

前
回
に
も
泡
が
写
っ
て
い
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
評
価
法
 

胃
小
区
が
出
る
被
検
者
は
出
 

る
、
出
な
い
被
検
者
は
出
な
い
。
 

粘
液
像
に
な
る
被
験
者
は
毎
回
 

粘
液
像
に
な
る
。
胃
小
区
像
描
 

写
率
が
高
い
こ
と
や
、
，
，
ベ
タ
つ
 

き
，
で
バ
リ
ウ
ム
良
否
を
評
価
 

す
る
の
は
間
違
い
だ
。
被
験
者
 

の
胃
側
に
、
バ
リ
ウ
ム
自
体
の
 

示
顕
能
の
差
を
遥
か
に
越
え
る
 

因
子
が
あ
る
。
 

バ
リ
ウ
ム
評
価
は
同
じ
被
験
 

者
で
行
う
の
が
正
し
い
。
そ
れ
 

は
難
し
い
の
で
、
胃
小
区
像
の
 

描
出
が
良
い
画
像
で
あ
れ
ば
、
 

胃
小
区
像
の
描
出
が
良
い
画
像
 

で
比
較
す
る
。
そ
れ
を
類
型
の
 

違
う
蜀

と̂
で
行
え
ば
評
面
を
 

間
違
う
。
ま
た
、
対
象
が
少
数
で
 

は
被
験
者
に
よ
っ
て
評
価
は
良
 

く
も
悪
く
も
な
る
。
 

使
用
バ
リ
ウ
ム
の
選
択
 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
市
販
 

バ
リ
ウ
ム
は
自
体
に
示
顕
能
の
 

違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
無
理
に
 

沈
降
し
な
い
よ
う
に
造
ら
れ
た
 

ゾ
ル
製
剤
は
、
示
顕
能
が
悪
い
 

の
で
選
択
肢
と
し
て
外
し
、
粉
 

未
製
剤
を
使
用
す
べ
き
だ
と
思
 

う
。
で
き
れ
ば
胃
部
造
影
に
は
、
 

示
顕
能
の
良
い
粉
末
粒
子
の
粉
 

末
製
剤
を
使
い
た
い
。
 

そ
の
良
否
は
、
全
体
象
よ
り
 

61：
や
隆
起
性
病
変
の

 一

一

6
造
 

^̂̂
迫
像
で
比
べ
た
方
が
よ
 

い
。
ま
た
、
食
道
一
一
重
造
影
像
は
 

胃
よ
り
被
験
者
に
よ
る
違
い
が
 

少
な
く
良
否
が
判
り
易
い
。
 

粘
液
画
像
に
な
る
胃
粘
液
 

は
、
高
濃
度
パ
リ
ウ
ム
で
も
頑
 

固
で
剝
が
れ
に
く
い
、
数
回
の
 

01リ
ン
グ
ぐ
ら
い
で
は
、
粘
 

膜
面
が
示
顕
さ
れ
る
像
に
は
な
 

ら
な
い
。
径
験
で
は
数
十
回
や
 

ら
な
け
れ
ば
粘
膜
面
か
造
影
さ
 

れ
な
か
っ
た
。
高
濃
度
バ
リ
ウ
 

ム
を
使
用
す
れ
ば
、
全
て
良
い
 

と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
 

他
部
位
チ
ェ
ッ
ク
で
、
内
視
 

鏡
で
，
，
見
逃
し
，
が
発
見
さ
れ
た
 

十
一
症
例
の
内
、
八
例
が
粘
液
 

造
影
像
で
あ
っ
た
。
高
濃
度
バ
 

リ
ウ
ム
使
用
で
も
、
粘
液
像
は
 

ク
見
逃
し
，
が
多
く
な
る
の
で
、
 

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
造
影
を
 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

発
泡
剤
使
用
の
良
否
 

村
西
等
の
「
九
一
年
度
胃
集
 

検
放
射
線
装
置
等
実
態
調
査
報
 

告
」
に
よ
れ
ば
、
年
間
六
0〇
万
 

人
を
越
す
胃
集
検
被
検
者
の
九
 

〇
冗
は
、
ゾ
ル
製
剤
を
使
用
し
 

検
診
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
 

八
四
冗
は
バ
リ
ウ
ム
の
前
に
発
 

泡
剤
を
服
用
さ
せ
て
い
る
。
こ
 

れ
で
は
胃
検
診
で
胃
癌
発
見
率
 

向
上
は
望
め
な
い
。
九
〇
年
に
 

私
が
行
な
っ
た
「
全
国
医
科
大
 

学
に
お
け
る
胃
部
造
影
実
態
調
 

査
」
(
回
答
率
九
一
冗
)
で
も
、
 

三
四
冗
は
ゾ
ル
製
剤
を
、
二
 

扎
冗
は
ゾ
ル
と
粉
末
の
両
方
を
 

使
用
し
胃
部
造
影
を
行
な
っ
て
 

い
た
。
大
学
病
院
で
さ
え
造
影
 

像
良
否
の
基
本
に
な
る
バ
リ
ウ
 

ム
を
、
あ
ま
り
意
識
せ
ず
使
用
 

し
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
 

た
。
発
泡
剤
使
用
も
無
造
作
に
 

行
な
わ
れ
て
い
た
。
 

発
泡
剤
使
用
の
二
重
造
影
像
 

は
、
ゾ
ン
デ
使
用
に
比
べ
バ
リ
 

ゥ
ム
の
付
着
が
悪
く
な
る
。
悪
 

く
な
る
の
は
発
生
す
る
炭
酸
ガ
 

ス
の
。
リ
バ
ウ
ン
ド
作
用
な
に
よ
 

る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
発
泡
 

剤
の
化
学
反
応
で
出
来
る
酒
石
 

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
、
胃
粘
膜
防
 

御
機
構
へ
の
影
響
だ
と
考
え
 

る
。
発
泡
剤
の
反
応
で
で
き
る
 

物
質
の
、
約
六
0
冗
は
塩
の
酒
 

演
題
「
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
︱
.ピ
口
 

リ
の
最
近
の
話
題
」
 

信
州
大
学
医
学
部
付
属
病
院
光
 

学

療̂
診
療
副
部
長
、
助
教
授
、
 

長
野
県
医
師
会
消
化

検̂

検̂
 

討
委
員
会
委
員
、
赤
松
泰
次
 

一
一
丁
00〜
一
三
.010登
食
 

(
世
話
人
会
) 

午
後
の
部
 

一
三
.〇
〇
〜
一
三
-

 

一
0
総
会
 

一
三
.一
〇
〜
一
四
二
〇
教
育
 

講
寅
 

座
長
、
長
野
県
消
化
器
集
検
合
 

同
研
究
会
顧
問
、
小
西
義
男
 

演
題
「
胃
X
線
診
断
を
見
直
 

す
」
、
講
師
、
前
岐
阜
大
学
放
射
 

線
科
教
授
、
土
井
偉
誉
 

一
四
二
〇
〜
一
四
.二
〇
休
憩
 

一
四
二
一
〇
〜
一
六
ニ
ー
〇
シ
ン
 

ポ
ジ
ゥ
ム
 

司
会
、
長
野
県
医
師
会
消
化
器
 

検

検̂
討
委
員
会
副
委
員
長
、
 

松

崎

廉
 

長
野
県
成
人
病
予
防
協
会
常
務
 

理
事
、
長
野
県
医
師
会
消
化
器
 

検
診
検
討
会
委
員
、
宫
下
美
生
 

テ
ー
マ
「
集
団
検
診
の
今
日
的
 

課
題
I胃
集
検
は
生
き
延
び
 

ら
れ
る
か
」
 

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
(
放
 

射
線
技
師
)
、
武
井
恒
夫
 

東
京
都
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
 

I
 (医
師
)、
岡
田
利
邦
 

癌
研
究
会
付
属
病
院
検
診
セ
ン
 

タ
︱
(医
師
)、
濱
島
ち
さ
と
 

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
 

第
一
内
科
(
医
師
)
、
三
木
一
正
 

長
野
県
役
場
呆
睫
福
祉
課
(
呆
 

健
婦
)
、
河
手
潤
子
 

一
六
.一
一
〇
〜
一
六
.三
0総
括
 

発
言
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
̶
名
誉
院
 

長
、
市
川
平
三
郎
 

一
六
.五
〇
閉
会
の
辞
、
次
期
会
 

長
 

達
^̂00菌
篇
翁
：
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
関
東
 

甲
信
越
地
方
会
(
十
月
十
四
日
、
 

土
浦
市
)
一
般
演
題
「
当
セ
ン
タ
 

1
の
過
去
十
四
年
間
に
お
け
る
 

施
設
胃
集
検
の
検
討
」
で
、
土
浦
 

協
同
病
院
飯
村
光
輝
氏
は
次
の
 

よ
う
に
語
っ
た
。
「
職
域
検
診
が
 

伸
び
て
い
る
が
、
精
検
受
診
率
 

が
低
い
。
二
れ
を
上
げ
る
の
と
、
 

初
回
受
診
者
を
増
や
す
こ
と
が
 

課
題
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
、
そ
 

の
抄
録
で
あ
る
。
 

当
院
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
 

̶
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
 

0
間
接
に
よ
る
施
設
胃
集
団
検
 

診
を
実
施
し
約
十
四
年
が
経
過
 

し
た
。
今
回
私
達
は
、
過
去
十
四
 

年
1
1
の
胃
集
団
検
診
の
成
績
を
 

比
較
検
討
し
た
の
で
報
告
す
 

る
。
 

結

果
 

過
去
十
四
年
間
の
受
診
者
総
 

数
は
、
職
域
検
診
四
一
、
六
七
九
 

人
、
地
域
検
診
六
三
、
六
四
二
人
 

で
、
総
受
診
者
数
は
一
〇
一
、
四
 

三
一
一
人
で
あ
っ
た
。
 

平
成
三
年
以
降
の
年
間
受
診
 

者
数
は
、
約
九
五
、
0
0
0
人
 

で
、
職
域
検
診
者
が
増
加
傾
向
 

に
あ
る
。
 

受
診
者
を
年
齡
別
に
見
て
み
 

る
と
、
男
女
と
も
四
〇
代
、
五
〇
 

代
の
受
診
者
が
多
く
、
合
わ
せ
 

て
六
四
冗
を
占
め
、
次
に
三
0
 

代
、
六
0代
の
順
で
あ
っ
た
。
六
 

0
代
以
上
の
受
診
者
は
、
一
 

三
Xと
受
診
率
は
低
か
っ
た
。
 

精
検
実
施
率
は
、
総
受
診
者
 

一
〇
一
、
四
三
一
一
人
に
対
し
て
、
 

精
検
指
示
数
一
八
、
五
四
四
人
 

一
一
八
.三
お
)、
う
ち
精
検
受
 

診
者
一
四
、
〇
九
〇
入
(
七
六
、
 

0%)で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
で
 

の
精
検
受
診
率
は
、
職
域
検
診
 

者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
七
 

0冗
前
後
と
低
下
し
て
い
る
。
 

異
常
者
数
は
ニ
ー
、
〇
一
一
七
 

人
で
、
疾
病
率
は
八
五
.四
冗
で
 

あ
っ
た
。
な
お
、
一
一
次
精
検
の
方
 

法
は
、
全
症
例
、
内
視
鏡
検
査
を
 

行
っ
て
い
る
。
 

胃
癌
発
見
数
は
二
六
六
例
 

で
、
検
診
者
総
数
に
対
す
る
発
 

見
率
は
、
0
 

^
一
一
六
冗
で
あ
つ
 

た
。
こ
こ
数
年
は
、
検
診
者
の
固
 

定
化
、
職
域
検
診
受
診
者
の
増
 

加
に
ょ
リ
、
平
成
四
年
〇
，
一
 

七
X、
平
成
五
年
〇
，
一
八
冗
と
 

菡
発
見
率
は
低
下
し
て
い
る
。
 

胃
癌
の
分
類
 

①
発
見
の
胃
癌
の
肉
眼
分
類
 

は
、
化
型
が
二
一
四
例
と
最
も
 

多
く
次
に
：

の̂
混
合
型
、
冚
型
 

進
行
癌
の
順
で
あ
っ
た
。
 

②
占
拠
部
位
を
見
る
と
、
III
 

領
域
七
八
例
、
2
領
域

 

一
0
三
 

例
、
八
領
域
八
0
例
で
胃
全
体
 

に
及
ぶ
も
の
が
三
例
あ
っ
た
。
 

③
切
除
胃
癌
一
一
四
一
例
の
う
 

ち

癌̂
、
細
癌
の
早
期
癌
の
合
 

計
一
七
I一
例
、
七
0丄
一
一
お
で
あ
 

つ
た
。
ま
た
 
一
0以
下
の
癌
が
 

三
四
例
、
一
四
.
 

一
X
で
あ
つ
 

た
。
 

考

察
 

当
セ
ン
タ
︱
の
地
域
検
診
の
 

大
部
分
は
、
農
業
従
事
者
で
あ
 

る
た
め
、
事
務
サ
イ
ド
並
び
に
 

第
五
十
回
地
方
会
(
十
月
十
 

四
日
、
土
浦
市
)
の
I般
演
題
 

で
、
調
布
市
医
師
会
の
日
下
圭
 

氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
胃
 

集
検
を
六
0
歳
以
上
に
絞
る
 

石
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
。
実
 

験
で
発
泡
剤
五
8
分
の
酒
石
酸
 

ナ
ト
リ
ウ
ム
容
液
を
飲
み
、
ゾ
 

ン
デ
で
空
気
を
入
れ
、
体
を
回
 

転
し
て
か
ら
造
影
す
る
と
、
バ
 

リ
ウ
ム
付
着
は
ゾ
ン
デ
法
に
比
 

ベ
極
め
て
悪
く
な
る
。
 

空
の
胃
に
先
に
発
泡
剤
を
服
 

用
さ
せ
ず
、
バ
リ
ウ
ム
を
六
〇
 

〜
八
01飲
ま
せ
て
天
板
を
水
 

平
に
し
、
バ
リ
ウ
ム
が
十
二
指
 

腸
に
流
れ
出
な
い
よ
う
に
、
体
 

を
数
回
仰
臥
位
か
ら
腹
臥
位
に
 

動
か
し
、
胃
粘
膜
に
バ
リ
ウ
ム
 

を
付
着
さ
せ
て
か
ら
、
発
泡
剤
 

を
服
用
さ
せ
れ
ば
、
，
，
発
泡
剤
 

先
々
よ
り
は
良
い
像
に
な
る
。
時
 

間
的
に
無
理
で
あ
れ
ば
、
立
位
 

充
盈
像
に
服
用
さ
せ
、
酒
石
酸
 

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
影
響
を
少
な
く
 

し
た
方
が
よ
い
。
仰
臥
位
か
ら
 

腹
队
位
の
体
位
変
換
は
、
前
壁
 

や
後
壁
の
一
一
重
造
影
像
を
撮
る
 

前
に
も
行
え
ば
良
い
造
影
像
に
 

な
る
。
 

農
協
生
活
指
導
員
と
協
力
し
、
 

六
〇
歳
以
上
の
受
診
者
及
び
初
 

回
受
診
者
を
増
や
す
こ
と
が
胃
 

癌
発
見
率
を
高
め
る
上
で
重
要
 

で
あ
り
、
同
時
に
職
域
検
診
受
 

診
者
の
一
一
次
精
検
へ
の
受
診
勧
 

奨
が
今
後
の
課
題
と
考
え
ら
れ
 

る
。
 

第
二
十
八
回
放
射
線
技
師
部
会
総
会
(
九
月
I
 

慶
応
義
塾
大
学
病
院
佐
藤
忠
氏
は
、
「
二
重
造
5
 

が
必
要
で
難
し
い
。
粘
膜
面
の
バ
リ
ウ
ム
の
X
：
 

ム
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
表
現
す
る
に
は
、
！
 

術
が
伴
わ
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
」
と
語
っ
た
。
 

匕
匕
ヾ
」
0
 

冑
た
 

は
じ
め
に
 

胃
の
造
影
に
深
く
関
わ
っ
た
 

こ
と
の
な
い
技
師
は
、
「
胃
部
造
 

影
は
微
細
な
像
は
必
要
と
し
な
 

い
」
と
5つ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

胃
は
他
の
肺
や
骨
な
ど
の
X線
 

画
像
に
比
べ
、
最
も
キ
メ
钿
か
 

い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
像
が
要
求
 

さ
れ
る
。
「
胃
部
造
影
は
胃
が
写
 

る
の
で
は
は
な
く
バ
リ
ウ
ム
が
 

写
る
/
骨
画
象
で
い
え
ば
骨
が
 

バ
リ
ウ
ム
で
あ
り
、
そ
の
選
択
 

に
よ
つ
て
骨
像
が
違
つ
て
く
 

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
骨
は
 

そ
の
バ
リ
ウ
ム
で
粘
膜
像
を
正
 

確
に
示
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
そ
の
一
一
重
造
影
法
は
熟
練
 

し
た
手
技
が
必
要
で
難
し
い
。
 

そ
の
上
、
粘
膜
面
の
バ
リ
ウ
ム
 

の
X
線
吸
収
差
を
、
フ
ィ
ル
ム
 

に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
表
現
 

す
る
に
は
-相
応
の
シ
ス
テ
ム
 

と
技
術
が
伴
わ
な
け
れ
ば
不
可
 

バ
リ
ウ
ム
自
体
の
良
否
 

市
販
の
各
種
バ
リ
ウ
ム
溶
液
 

を
、
ェ
ビ
ネ
術
後
胃
：
：
：
：
。
フ
ァ
 

ン
ト
ム
に
注
い
で
、
X線
で
撮
 

つ
た
3
じ
造
影
像
は
、
主
に
バ
 

リ
ウ
ム
粒
子
の
形
状
に
よ
り
違
 

い
が
出
る
。
こ
の
像
の
示
顕
を
 

大
雑
把
に
分
け
る
と
、
最
も
良
 

い
の
が
粉
砕
粒
子
の
粉
末
バ
リ
 

ゥ
ム
で
、
次
が
合
成
粒
子
の
粉
 

末
バ
リ
ウ
ム
、
ゾ
ル
製
剤
は
極
 

め
て
悪
い
。
 

粉
砕
粒
子
が
良
い
の
は
合
成
 

粒
子
に
比
べ
、
表
面
エ
ネ
ル
ギ
 

︱
が
高
く
拔
散
性
が
良
い
か
 

ら
：
ソ
ル
製
剤
が
悪
い
の
は
、
粉
 

子
が
無
理
に
沈
降
し
に
く
く
造
 

ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
粒
子
が
 

拡
散
せ
ず
像
を
示
顕
し
に
く
い
 

か
ら
だ
と
考
え
る
。
 

ま
た
、
大
中
粒
子
と
、
微
小
粒
 

子
の
混
合
比
率
を
一
一
五
冗
、
五
 

露
塞
讓
で
 

2
篇
誦
胃
0
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
第
五
十
一
回
は
、
平
成
 

八
年
二
月
十
七
日
(
土
)
、
長
野
市
の
山
王
共
済
会
館
で
開
か
れ
る
が
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
次
の
よ
う
に
決
つ
た
。
 

受
付
八

五̂
0〜
九
，
一
10
 

開
会
の
辞
九
.
二
〇
〜
九
丄
一
 

五

ヱ

，

7
 

会
長
、
長
野
県
医
帥
会
長
、
森
 

達
夫
 

一
般
演
題
九
.二
五
〜
一
一
. 

集
検
で
発
兄
し
長
期
経
過
観
^
 

後
、
内
祝
鏡
的
治
療
を
施
行
し
 

た
&
道
粘
膜
癌
の
一
例
、
慶
応
 

が
ん
セ
ン
タ
̶
、
飯
田
明
子
 

原
病
死
し
た
早
期
胃
癌
症
例
の
 

検
討
、
安
房
医
師
会
、
原
久
弥
 

！
3
濃
度
と
読
影
結
果
に
つ
い
 

て
、
千
葉
県
対
ガ
ン
協
会
、
佐
藤
 

正
元
 

胃
集
検
ま
11一
32法
の
相
違
に
 

よ

る

気

泡

発

生

頻

度

の
 

？
3び
3び
ヨ
^

 (
第
一
一
報
)
、
日
本
 

健
康
倶
楽
部
千
葉
支
部
、
山
岸
 

忠
好
 

早
期
胃
癌
2"尺
例
の
検
討
̶
 

：
：
間
接
の
立
場
か
ら
、
鈴
鹿
医
 

療
技
術
大
学
、
早
川
尚
男
 

尿
中
硫
酸
抱
合
型
胆
汁
酸
測
定
 

の
集
検
へ
の
応
用
、
鋟
ケ
浦
成
 

人
病
研
究
事
業
団
検
診
セ
ン
タ
 

I
、
弘
中
美
保
子
 

ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
̶
ピ
口
リ
ラ
デ
 

ッ
ク
ス
凝
集
法
の
使
用
経
験
 

(第
一
一
報
)、
霞
ケ
浦
成
人
病
研
 

究
事
業
団
検
診
セ
ン
タ
̶
、
堅
 

内
奈
々
緒
 

長
野
県
に
お
け
る
大
腸
集
団
検
 

診
(
成
人
病
予
防
協
会
に
よ
る
)
 

の
成
镇
と
展
望
、
與
内
科
医
院
、
 

舆
仁

 

一

 ̂

便
潜
血
法
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
 

診
の
検
討
、
浅
間
総
合
病
院
、

 ̂

暎
雄
 

長
野
町
胃
集
団
検
診
一
一
一
一
年
間
 

に
お
け
る
管
理
群
発
見
癌
に
つ
 

い
て
、
辰
野
総
合
病
院
、
高
橋
信
 

之
 

仏
長
野
厚
生
連
大
腸
集
検
の
成
 

績
、
松
代
総
合
病
院
、
ェ
藤
道
也
 

間
接
X
線
フ
ィ
ル
ム
の
技
師
チ
 

ヱ
ッ
ク
の
試
み
、
長
野
県
成
入
 

病
院
予
防
協
会
、
柳
沢
孝
 

一
一
〇̂
〇
〜

 

一

二

 .
0
1
0
特
別
 

公
演
 

座
長
、
長
野
県
医
師
会
副
会
長
、
 

長
野
県
消
化
器
集
検
合
同
研
究
 

会
会
長
、
荻
原
洋
三
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妊
婦
さ
ん
が
母
親
学
級
に
来
て
 

い
ま
し
た
。
で
も
、
五
本
ま
で
は
 

い
い
と
い
う
認
明
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
 

妊
婦
さ
ん
が
ど
の
時
点
で
や
 

め
て
も
、
そ
れ
以
後
、
子
供
の
体
 

重
が
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
も
 

あ
る
し
、
妊
娠
初
期
の
段
階
で
 

大
事
な
組
織
が
で
き
ま
す
。
神
 

経
系
と
か
、
心
臓
と
か
、
だ
か
ら
、
 

初
め
か
ら
吸
わ
な
い
ほ
う
が
い
 

日
本
に
も
311:13
 

妊
娠
中
、
出
産
後
の
母
の
禁
 

煙
に
よ
る
3103

 (礼
幼
児
 

突
然
死
症
候
群
)
の
頻
度
。
ァ
メ
 

リ
カ
の
一
万
人
の
調
査
で
す
が
、
 

妊
娠
中
も
出
産
後
も
タ
バ
コ
を
 

吸
う
人
の
3
1
0
3
の
率
は
、
 

吸
わ
な
い
場
合
を
一
と
し
た
時
 

に
、
黒
人
の
場
合
で
一
I一

 九
四
、
 

白
人
の
場
合
は
、
四
，
〇
七
、
黒
 

人
の
場
合
は
タ
パ
コ
以
外
に
も
 

リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
差
 

し
引
く
と
こ
う
な
る
の
か
も
知
 

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
今
、
日
本
で
 

も
5105の
親
の
会
と
い
う
 

の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
最
近
、
そ
 

く
い
生
活
は
で
き
る
。
 

正
常
な
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
 

変
わ
っ
て
増
殖
を
始
め
る
に
は
 

階
段
を
昇
る
よ
う
に
何
段
階
か
 

の
よ
り
悪
性
な
細
胞
に
変
わ
つ
 

て
い
く
過
程
が
必
要
で
あ
る
。
 

悪
性
変
化
は
遺
伝
子
0
 2八
に
 

お
き
る
の
で
あ
る
が
、
02八
 

の
変
化
は
細
胞
を
複
製
す
る
と
 

き
に
生
じ
る
の
で
、
何
回
も
複
 

製
を
繰
り
返
し
て
き
た
高
齢
^
 

の
細
胞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
 

が
蓄
積
し
て
く
る
可
能
性
が
大
 

き
い
。
高
齢
者
に
が
ん
が
多
い
 

と
い
う
大
き
な
理
由
だ
。
 

高
齢
者
に
な
る
と
免
疫
力
が
 

落
ち
る
の
も
が
ん
を
抑
え
き
れ
 

な
く
な
る
原
因
と
な
る
。
今
後
 

高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
が
ん
 

患
者
数
は
飛
躍
的
に
増
え
る
で
 

あ
ろ
う
。
高
齢
者
が
ん
の
性
質
 

解
明
と
と
も
に
早
期
診
断
、
侵
 

襲
の
少
な
い
治
療
法
の
開
発
が
 

当
面
の
課
題
に
な
る
。
 

以
上
は
著
者
が
、
が
ん
の
機
 

序
と
展
望
に
つ
い
て
書
い
た
も
 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
の
い
わ
 

ん
と
す
る
所
を
述
べ
て
い
る
。
 

こ
の
本
は
大
別
す
る
と
、
「
対
 

の
中
で
や
っ
と
タ
パ
コ
の
こ
と
も
 

話
題
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
一
 

年
前
、
女
子
医
大
の
西
田
先
生
 

に
タ
バ
コ
の
こ
と
を
ぜ
ひ
調
査
の
 

中
に
入
れ
て
下
さ
い
と
お
願
い
 

し
て
、
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ
の
蓄
積
 

で
す
。
 

日
本
は
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
5
1
 

03は
多
く
な
い
の
で
、
こ
れ
か
 

ら
デ
︱
タ
の
蓄
積
で
す
が
、
子
供
 

を
育
て
て
い
る
時
と
か
、
妊
娠
中
 

と
か
、
タ
パ
コ
を
や
め
て
ほ
し
い
 

と
い
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
言
い
 

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

禁
煙
は
〃
愛
〃
で
す
 

今
後
は
、
タ
パ
コ
の
害
に
つ
い
 

て
み
ん
な
が
害
を
知
っ
た
時
、
す
 

で
に
依
存
症
に
な
っ
た
人
を
ど
 

う
す
る
か
。
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
 

つ
て
く
る
の
が
、
や
め
方
、
そ
し
 

て
や
め
る
人
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
 

ト
で
す
。
や
め
方
に
つ
い
て
の
ハ
 

ゥ
ッ
︱
も
教
え
て
あ
げ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

み
な
さ
ん
、
そ
う
い
う
知
識
も
得
 

て
い
た
だ
き
た
い
。
い
ま
二
コ
チ
 

ン
ガ
ム
は
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

が
ん
戦
略
の
基
礎
知
識
」
一
第
一
 

部
)
と
「
が
ん
の
頻
度
と
生
存
 

率
」
(
第
一
一
部
)
か
ら
成
り
立
つ
 

て
い
る
。
 

一
部
は
、
が
ん
の
変
遷
(
第
|
 

章
)
、
が
ん
の
性
質
(
第
一
一
章
)
、
 

が
ん
の
原
因
(
第
三
章
)
、
が
ん
 

の
予
防
(
第
四
章
)
、
ヒ
ト
が
ん
 

の
研
究
方
法
(
第
五
章
)
か
ら
成
 

り
立
っ
て
い
る
。
二
部
は
、
頭
頸
 

部
か
ら
始
ま
っ
て
食
道
-胃
-子
 

宫
、
前
立
線
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
 

小
児
が
ん
ま
で
、
一
一
十
項
目
に
 

つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
 

い
ず
れ
も
、
く
わ
し
い
統
計
、
 

図
表
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
分
 

り
や
す
い
。
 

引
用
論
文
の
出
典
も
か
な
り
 

く
わ
し
い
。
日
本
人
の
が
ん
に
 

つ
い
て
理
解
す
る
に
は
好
個
の
 

一
冊
で
あ
る
。
一
読
を
奨
め
た
 

、
0
 

リ

、

；

ノ

」
 

レ
 

(
国
立
が
ん
セ
ン
タ
I
渡
辺
 

昌
著
、
金
原
出
版
刊
、
七
七
 

一
一
五
円
)
 

る
隋
報
は
多
く
、
巷
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
つ
 

し
か
し
、
医
療
に
真
に
役
立
つ
情
報
は
意
外
に
 

：
す
る
ま
で
聞
き
た
い
」
が
実
際
に
は
「
で
き
な
 

一
し
て
い
る
。
患
者
の
0-0し
を
目
指
し
た
医
療
 

ス
業
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
持
 

つ
て
い
る
。
年
鈴
別
に
み
る
と
、
 

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
し
て
い
 

る
者
の
割
合
は
、
一
一
十
歳
代
か
 

ら
四
+歳
代
の
者
で
高
く
な
つ
 

て
い
る
。
 

納
得
す
る
ま
で
は
 

聞
け
な
い
 

医
師
な
ど
か
ら
病
気
に
つ
い
 

て
の
説
明
を
受
け
て
い
る
と
き
 

の
気
持
ち
と
し
て
は
、
四
八
，
 

四
冗
が
「
納
得
す
る
ま
で
聞
き
 

た
い
が
実
際
に
は
で
き
な
い
」
、
 

一
一
七
.三
冗
が
「
納
得
す
る
ま
で
 

聞
き
た
い
の
で
そ
う
す
る
」
が
 

ヒ
位
の
一
一
つ
の
意
見
で
あ
る
。
 

「
質
問
し
た
り
す
る
こ
と
は
考
 

え
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
っ
た
 

気
持
ち
も
全
体
の
八
X
程
度
見
 

受
け
ら
れ
る
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
！
：
療
 

機
関
の
ス
タ
ッ
フ
に
衬
し
て
 

は
、
「
病
気
や
治
療
等
納
得
す
る
 

編

集

後

記
 

ト
ッ
プ
は
、
抗
が
ん
剤
塩
酸
 

イ
リ
ノ
テ
カ
ン
の
副
作
用
死
を
 

取
り
上
げ
ま
し
た
。
治
験
の
段
 

階
か
ら
多
く
の
作̂
に̂
よ
る
 

死
者
を
出
し
て
い
る
の
に
、
厚
 

生
省
薬
事
審
議
会
は
、
条
件
付
 

な
が
ら
適
用
拡
大
を
承
認
し
て
 

レ
ま
す
 

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
考
え
ら
 

れ
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
の
薬
 

事
行
政
を
そ
の
根
元
か
ら
問
い
 

直
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
 

一
一
面
に
は
「
医
療
記
録
」
の
開
 

示
を
求
め
る
運
動
を
取
り
上
げ
 

ま
で
説
明
す
る
」
こ
と
を
求
め
 

る
者
が
最
も
多
く
な
つ
て
い
 

る
。
 

00し
の
向
上
を
 

求
め
る
 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
医
療
サ
 

Iビ
ス
に
重
点
を
置
く
べ
き
か
 

に
つ
い
て
は
、
「
老
人
等
長
期
療
 

養
型
医
療
」
と
「
救
急
.救
命
II
 

！
85」
が
そ
れ
そ
れ
匹
9；
？
？
！
の
问
 

答
率
で
あ
る
ほ
か
、
「
高
血
圧
等
 

慢
性
疾
患
医
療
」
が
二
割
強
の
 

回
答
率
で
上
位
に
あ
が
っ
て
い
 

る
。
 

ま
た
、
「
在
宅
医
療
」
「
末
期
が
 

ん
患
者
の
苦
痛
緩
和
の
た
め
の
 

末
期
医
療
」
を
求
め
る
者
の
割
 

合
も
少
な
く
な
く
、
患
者
の
「
生
 

活
の
質
(̂
！̂
.)」
向
上
を
目
指
 

し
た
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
 

る
。
 

(
享
生
白
書
か
ら
)
 

ま
し
た
。
日
本
の
医
療
は
、
患
者
 

本
位
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
、
 

と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
「
患
者
の
権
利
を
守
る
」
 

た
め
に
、
医
療
の
内
部
か
ら
声
 

が
上
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
 

と
で
す
。
一
月
に
「
カ
ル
テ
開
示
 

を
す
す
め
る
-
お
師
の
会
(
仮
 

称
)
」
の
結
成
準
備
会
が
開
か
れ
 

ま
す
。
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

図
書
室
に
は
「
日
本
人
の
が
 

ん
」
を
取
上
げ
ま
し
た
。
分
り
易
 

く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
一
読
を
 

奨
め
ま
す
。
 

(
永
鳴
)
 

保
健
婦
研
修
の
ア
ン
ケ
1.
 

17月
"，
？
5日
実
施
-

第
二
十
四
回
保
健
婦
研
修
会
(
七
月
二
十
七
、
八
両
日
、
国
立
が
ん
 

セ
ン
タ
︱
)
で
行
わ
れ
た
。
「
消
化
器
集
検
の
現
状
と
動
向
」
「
最
新
の
 

が
ん
疫
学
情
報
」
「
女
性
の
健
康
と
喫
煙
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
-

】
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
〔
 

消
化
器
集
検
の
 

現
状
動
向
 

〇
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
が
い
か
 

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
握
っ
て
 

い
る
か
な
ど
が
よ
く
分
り
ま
し
 

た
。
ま
た
、
新
情
報
、
新
説
に
ま
 

ど
わ
さ
れ
な
い
で
、
基
本
的
な
 

予
防
策
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
に
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
 

〇
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
の
 

で
、
非
常
に
と
ま
ど
い
や
不
安
 

が
多
か
っ
た
が
、
随
分
理
解
す
 

バ
保
 会

ン
 

立
口
/
 

る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
時
 

間
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
。
 

0
巿
川
先
生
の
輊
快
な
語
り
 

口
で
楽
し
か
っ
た
。
市
民
に
検
 

診
の
重
要
性
や
必
要
性
を
話
す
 

時
、
自
信
を
な
く
し
て
い
た
の
 

で
す
が
、
や
は
り
重
要
な
の
だ
 

と
再
確
認
し
ま
し
た
。
 

最
近
の
が
ん
疫
学
情
報
 

〇
肺
癌
の
死
亡
率
が
年
々
増
 

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
増
加
 

を
た
ど
る
も
の
だ
と
思
っ
た
 

が
、
四
〇
〜
五
0歳
代
が
頭
打
 

ち
状
態
に
な
つ
て
い
る
と
わ
か
 

り
今
後
の
推
移
の
見
方
の
参
考
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

〇
肺
が
ん
担
当
者
と
し
て
、
 

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
 

検
診
時
の
予
防
教
室
で
も
っ
と
 

禁
煙
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
話
 

、
、
、
 

力
 

：
き
た
い
と
&つ
 

を
取
入
れ
て
.
 

て
お
り
ま
す
。
 

〇
国
内
だ
け
で
な
く
、
欧
米
 

と
比
較
す
る
と
い
う
広
い
視
点
 

で
み
る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
 

な
り
ま
し
た
。
自
分
が
ニ
コ
チ
 

ン
中
毒
だ
と
自
覚
で
き
な
い
人
 

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
 

さ
せ
、
禁
煙
に
つ
な
げ
て
い
け
 

る
か
難
か
し
い
、
と
思
い
ま
し
 

た
。
 

女
性
の
健
康
と
喫
煙
 

喫
速
の
増
加
原
因
が
、
こ
ん
 

な
に
も
身
近
に
た
く
さ
ん
あ
つ
 

た
の
で
す
ね
。
「
わ
か
つ
て
い
る
 

け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
 

意
見
が
多
い
中
、
自
信
を
持
つ
 

て
禁
煙
を
す
す
め
た
い
と
感
じ
 

ま
し
た
."
 

〇
自
分
が
タ
パ
コ
を
吸
わ
な
 

第
二
十
四
回
保
健
婦
研
修
(
七
月
二
十
八
日
、
 

で
、
東
京
都
赤
羽
保
健
所
サ

ビ̶
ス
課
長
斎
藤
！
 

健
康
と
喫
堙
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
 

に
影
響
が
現
わ
れ
る
サ
リ
ン
だ
と
思
つ
て
下
さ
 

5
 

(乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
)が
現
わ
れ
て
い
 

に
タ
パ
コ
が
あ
る
。
禁
煙
は
愛
で
す
」
と
。
 

タ
バ
コ
好
き
の
日
本
人
 

II；
本
の
I：
性
の
喫
煙
率
が
六
 

：
"冗
と
か
、
六
一
，
五
Xと
せ
Iい
 

が
、
一
儿
ヒ
〇
年
か
ら
儿
〇
年
 

ま
で
の
-一
十
年
間
、
女
性
の
喫
 

煙
率
も
高
く
な
つ
て
い
る
。
原
 

因
と
し
て
は
、
若
い
人
の
喫
煙
 

率
が
高
く
な
つ
て
い
る
か
ら
で
 

す
。
喫
煙
率
を
引
き
上
げ
て
い
 

る
の
が
ー
一
十
代
、
三
十
代
，
つ
ま
 

り
生
産
年
齢
で
す
。
そ
の
人
た
 

ち
の
喫
煙
率
が
ど
ん
ど
ん
ヒ
が
 

つ
て
い
る
。
：
九
九
〇
年
で
一
一
 

ト
代
で
一
九
.̂
Xで
す
が
、
い
 

ろ
ん
な
調
杏
で
は
も
つ
と
高
い
 

と
も
出
て
い
ま
す
。
十
代
の
入
 

を
調
べ
て
も
十
何
パ
̶
セ
ン
ト
 

は
あ
る
。
 

日
本
入
の
喫
煙
率
、
一
九
孔
 

八
年
か
ら
九
一
年
ま
で
、
男
性
 

と
女
性
は
か
な
り
乖
離
が
あ
 

る
。
一
番
高
い
時
、
一
扎
六
八
年
 

あ
た
り
は
八
三
.七
冗
、
肺
が
ん
 

が
胃
が
ん
を
抜
い
て
男
性
の
死
 

亡
原
因
の
が
ん
の
中
で
は
一
位
 

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
が
影
 

響
し
て
い
る
ん
で
す
。
タ
パ
コ
 

は
火
を
つ
け
て
す
ぐ
爆
発
す
 

る
、
サ
リ
ン
み
た
い
に
吸
っ
た
 

ら
そ
の
場
で
死
ぬ
ん
じ
や
な
 

い
、
三
十
年
後
に
影
響
す
る
サ
 

リ
ン
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
。
 

ソ
0̂6蠢
機
な
い
 

タ
バ
コ
の
自
動
販
売
機
。
子
供
 

の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
未
 

成
年
喫
煙
禁
止
法
は
一
九
〇
〇
 

年
に
で
き
た
法
律
で
す
。
こ
れ
 

は
国
が
人
々
の
健
康
を
考
え
て
 

作
っ
た
法
律
と
い
う
よ
り
、
日
露
 

戦
争
の
時
代
で
、
戦
争
の
時
に
、
 

若
い
兵
士
が
タ
パ
コ
を
吸
っ
て
使
 

い
物
に
な
ら
な
い
と
困
る
の
で
、
 

若
い
時
吸
う
と
体
に
害
が
あ
る
 

と
い
う
こ
と
で
、
若
い
者
に
吸
わ
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
.
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
 

な
ど
も
;̂迎
し
ま
す
。
 

投
稿
さ
れ
る
方
へ
 

綠
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
，
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

が
ん
に
か
か
ら
な
い
方
法
は
 

あ
る
で
あ
ろ
う
か
？
が
ん
の
原
 

因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
 

り
、
一
律
に
が
ん
を
防
ぐ
練
金
 

術
的
な
「
哲
学
者
の
石
」
の
よ
う
 

な
物
は
な
い
。
し
か
し
、
が
ん
化
 

の
機
構
は
か
な
り
わ
か
？
蒙
 

た
の
で
、
よ
り
が
ん
に
な

?̂
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
I〉
 

麗
子
さ
ん
は
「
女
性
の
 

「
タ
パ
コ
は
三
十
年
後
 

い
。
日
本
に
も
3
 

1

 0 

る
。
こ
の
原
因
の
¦
つ
 

せ
な
い
で
、
優
秀
な
兵
士
を
と
い
 

う
の
が
目
的
だ
と
聞
い
て
い
ま
 

す
が
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
 

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
 

も
し
こ
れ
が
本
当
に
未
成
年
 

者
の
体
を
考
え
て
出
来
た
法
律
 

だ
っ
た
ら
、
い
ま
、
こ
の
自
動
販
 

売
機
は
こ
の
世
に
あ
る
は
ず
が
 

な
い
。
こ
の
法
律
は
未
成
年
者
が
 

買
つ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
法
律
 

じ
や
な
い
。
売
っ
て
は
い
け
な
い
 

と
い
う
法
律
で
で
す
。
韓
国
の
ソ
 

ウ
ル
で
は
タ
パ
コ
の
自
販
機
は
な
 

く
な
つ
た
。
 

妊
婦
は
禁
煙
を
 

妊
婦
の
禁
通
と
自
然
流
産
。
 

や
は
り
、
非
喫
煙
に
比
べ
、
一
箱
 

以
上
だ
と
一
一
.三
倍
だ
が
、
一
箱
 

未
満
で
も
一
，
六
倍
だ
。
人
に
よ
 

つ
て
は
、
自
分
が
吸
わ
れ
る
産
科
 

の
先
生
が
五
本
ま
で
は
い
い
と
 

言
っ
て
い
ま
し
た
、
な
ん
て
い
う
 

い
の
で
、
正
直
い
つ
て
、
あ
ま
り
 

関
心
が
な
か
っ
た
で
す
が
、
先
 

生
の
話
を
聞
い
て
、
危
機
感
を
 

覚
え
ま
し
た
。
具
体
的
で
分
か
 

り
や
す
か
つ
た
。
 

〇
喫
煙
に
つ
い
て
問
題
が
い
 

ろ
い
ろ
起
っ
て
い
る
の
で
、
さ
 

つ
そ
く
指
導
や
教
育
を
取
り
入
 

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
 

し
た
。
 

昨
今
、
医
療
に
関
ォ
 

て
も
過
言
で
は
な
い
。
 

少
な
い
。
ま
た
「
納
I
 

い
」
が
約
半
数
に
も
ま
 

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

医
療
サ

ビ̶
ス
と
 

消
費
者
 

医
療
機
関
を
選
ぶ
た
め
の
情
 

報
の
量
と
質
に
つ
い
て
は
、
全
 

体
の
四
割
強
が
「
医
療
機
関
の
 

先
生
、
専
門
医
療
に
つ
い
て
知
 

り
た
い
」
と
回
答
し
、
「
医
療
機
 

関
を
選
ぶ
た
め
の
情
報
は
十
 

分
」
や
「
ど
こ
に
ど
ん
な
医
療
楝
 

関
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
」
な
 

ど
を
上
回
っ
た
。
「
ょ
リ
選
択
に
 

役
立
つ
情
報
」
を
求
め
る
者
の
 

比
率
が
「
情
報
量
充
足
」
と
回
答
 

し
た
者
の
比
率
を
上
间
つ
て
い
 

る
。
都
市
部
ほ
ど
、
ま
た
三
十
歳
 

代
を
中
心
と
す
る
若
年
層
ほ
ど
 

選
択
に
役
立
つ
情
報
を
求
め
る
 

率
が
高
い
。
 

患
者
は
〃
客
"
 

「
医
療
は
サ
︱
ビ
ス
業
だ
 

が
、
蒈
通
の
サ
︱
ビ
ス
業
と
同
 

じ
ょ
う
に
は
い
か
な
い
」
「
医
療
 

は
サ
Iビ
ス
業
で
あ
り
、
患
者
 

を
客
と
し
て
极
う
べ
き
で
あ
 

る
」
の
回
答
率
を
合
わ
せ
る
と
、
 

ほ
ぼ
六
割
が
「
医
療
は
サ
︱
ビ
 

や
め
方
の
指
導
も
や
っ
て
い
た
だ
 

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

さ
っ
き
お
配
り
し
た
「
禁
堙
は
 

愛
で
す
」
と
い
う
シ
Iル
は
、
自
 

分
自
身
の
体
へ
の
愛
で
も
あ
る
 

し
、
周
り
の
人
、
子
供
、
職
場
の
 

入
た
ち
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
へ
の
 

愛
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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